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お
わ
り
に

高
田
敬
輔
筆
「
天て

ん

下げ

和わ

順じ
ゅ
ん

図ず

」（
滋
賀
・
信し

ん

楽ぎ
ょ
う

院い
ん

蔵
）
に
つ
い
て

中　
　

澤　

菜 

見 

子

画
も
数
多
く
残
し
て
い
る
。

な
か
で
も
浄
土
宗
の
根
本
経
典
で
あ
る
『
無
量
寿
経
』
を
絵
画
化
し
た
「
無

量
寿
経
曼
荼
羅
」
と
、『
選
択
本
願
念
仏
集
』
を
絵
画
化
し
た
「
選
択
集
十
六
章

之
図
」
の
板
行
は
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
出
版
事
業
に
は
、
近
世
浄

土
教
団
を
代
表
す
る
学
僧
の
一
人
で
あ
っ
た
良
照
義
山
（
一
六
四
八
〜
一
七
一

七
）
と
、
霊
元
天
皇
の
皇
女
で
林
丘
寺
二
世
で
あ
っ
た
松
嶺
元
秀
（
一
六
九
六
〜

一
七
五
二
）が
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

３
）。

両
作
品
に
つ
い
て
は
、

近
年
、
林
竹
人
氏
が
仏
教
学
の
立
場
か
ら
、
諸
本
を
整
理
し
、
図
様
と
経
典
類

を
対
照
し
た
詳
細
な
研
究
を
行
っ
て
い
る（

４
）。

林
氏
に
よ
り
、
敬
輔
の
図
様
が
後

世
に
お
い
て
も
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
敬
輔
の
仏
画
制
作

が
浄
土
教
団
内
に
お
い
て
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
た（

５
）。

肉
筆
の
仏
画
も
、「
八
相
涅
槃
図
」（
滋
賀
・
浄
光
寺
蔵
）
や
「
阿
弥
陀
来
迎
図
」

（
個
人
蔵
）
と
い
っ
た
本
格
的
な
着
色
作
品
を
始
め
、「
二
河
白
道
図
」（
個
人
蔵
）、

「
十
王
及
び
地
獄
変
相
図
」（
滋
賀
・
大
聖
寺
蔵
）
な
ど
、
多
様
な
主
題
の
作
品

が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
個
別
の
作
品
研
究
は
ま
だ
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
。

は
じ
め
に

高
田
敬
輔
（
一
六
七
四
〜
一
七
五
五
）
は
、
江
戸
時
代
中
期
に
上
方
を
中
心
と

し
て
活
躍
し
た
絵
師
で
あ
る
。
初
め
京
狩
野
家
四
代
の
狩
野
永
敬（
一
六
六
二
〜

一
七
〇
二
）
に
学
び
、
そ
の
没
後
は
浄
土
宗
の
画
僧
・
明
誉
古
磵
（
一
六
五
三
〜

一
七
一
七
）（

１
）に

随
い
な
が
ら
雪
舟
に
私
淑
し
、一
家
を
成
し
た（

２
）。

敬
輔
の
作
品
に

つ
い
て
は
、
竹
林
七
賢
図
や
山
水
図
な
ど
水
墨
を
主
体
と
し
た
も
の
を
中
心
に
、

曾
我
蕭
白
へ
の
影
響
と
い
う
観
点
か
ら
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
仏
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和
順
、
日
月
清
明
、
風
雨
以
時
、
災
厲
不
起
、
国
豊
民
安
、
兵
戈
無
用
。
崇
徳

興
仁
、務
修
礼
譲
。」
の
冒
頭
句
で
あ
る
。
前
文
を
含
め
た
一
段
落
の
書
き
下
し

を
次
に
示
す
。
な
お
原
文
は
註
に
記
し
た
。

わ
れ
、
汝
ら
天
・
人
の
類
を
哀
れ
み
て
、
苦
心
に
誨
喩
し
、
教
え
て
善
を

修
せ
し
め
、
器
に
随
い
て
開
導
し
、
経
法
を
授
与
す
る
に
、
承
用
せ
ざ
る

も
の
な
し
。
意
の
所
願
に
ま
か
せ
て
、
み
な
道
を
え
し
む
。
仏
の
遊
履
す

る
と
こ
ろ
の
、
国
邑
・
丘
聚
、（
仏
の
）
化
を
蒙
ら
ざ
る
は
な
し
。
天
下
和

順
し
、
日
月
清
明
た
り
、
風
雨
時
を
も
っ
て
し
、
災
厲
起
こ
ら
ず
、
国
豊

か
に
民
安
ん
じ
、
兵
戈
用
い
る
こ
と
な
し
。（
人
々
、）
徳
を
崇
め
仁
を
興

し
、
務
め
て
礼
譲
を
修
む
。（『
無
量
寿
経
』）

（
９
）

本
論
で
は
こ
の
『
無
量
寿
経
』
の
文
言
を
念
頭
に
置
い
て
、
本
作
品
の
絵
画

表
現
を
考
察
し
て
い
く
。
以
下
で
は
ま
ず
、
本
作
品
と
、「
天
下
和
順
」
を
絵
画

化
し
た
他
の
作
品
と
を
比
較
し
、
敬
輔
の
表
現
が
独
自
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を

明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
本
作
品
の
図
様
と
経
典
の
文
言
と
の
対
応
関
係
を
確

認
し
、
特
に
中
幅
「
釈
迦
・
迦
葉
・
阿
難
図
」
に
注
目
し
て
、
本
作
品
が
絵
画

化
さ
れ
た
意
味
を
考
察
す
る
。
そ
し
て
本
作
品
が
、
後
世
に
お
い
て
「
新
図
」

あ
る
い
は
「
新
構
」
と
評
価
さ
れ
た
敬
輔
の
仏
画
作
品
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
、

敬
輔
が
義
山
の
意
を
受
け
、
経
典
の
文
言
を
軸
に
、
従
来
の
図
様
を
取
り
入
れ

な
が
ら
、
独
自
の
図
様
を
作
り
上
げ
た
過
程
を
示
す
。

敬
輔
の
仏
画
制
作
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
は
、
そ
の
画
業
の
一
端
を
明
ら
か

に
す
る
の
み
な
ら
ず
、
近
世
仏
画
と
い
う
大
き
な
テ
ー
マ
を
考
え
る
う
え
で
の

足
が
か
り
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
本
論
で
は
、そ
う
し
た
肉
筆
の
仏
画
の
う
ち
、そ

の
主
題
の
特
殊
さ
か
ら
重
要
な
意
義
を
有
す
る
「
天
下
和
順
図
」（
滋
賀
・
信
楽

院
蔵
、
以
下
本
作
品
）（
口
絵
１
）
を
取
り
上
げ
、
図
様
の
意
味
や
制
作
背
景
に
つ

い
て
述
べ
た
い
。

一
　
作
品
の
概
要

本
作
品
は
絹
本
着
色
の
三
幅
対
で
、
中
幅
「
釈
迦
・
迦
葉
・
阿
難
図
」、
左
幅

「
耕
作
図
」、
右
幅
「
山
水
図
」、
中
幅
に
款
記
「
道
子
初
夏
行
年
六
十
翁
敬
輔

墨
於
湖
東
竹
隠
斎
居
」、
白
文
方
印
「
藤
原
氏
」、
朱
文
方
印
「
敬
輔
之
印
」
を

伴
う
（
口
絵
２
）

（
６
）。

款
記
か
ら
敬
輔
六
十
歳
、享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）
の
筆
と

知
れ
る
。
所
蔵
先
で
あ
る
浄
土
宗
寺
院
、
信
楽
院
は
、
敬
輔
の
菩
提
寺
で
あ
り
、

本
堂
天
井
や
仏
壇
後
壁
の
障
壁
画
は
敬
輔
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
本
作
品

と
の
関
連
は
不
明
だ
が
、
同
じ
「
天
下
和
順
図
」
を
仁
和
寺
法
親
王
の
た
め
に

描
い
た
こ
と
へ
の
褒
賞
と
し
て
、
敬
輔
が
法
橋
に
叙
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る（
７
）。

本
作
品
を
最
初
に
公
に
紹
介
し
た
の
は
土
居
次
義
氏
で
、
土
居
氏
は
本
作

品
の
中
幅
を
「
釈
尊
、
阿
難
、
迦
葉
図
」、
左
右
幅
を
い
ず
れ
も
「
山
水
図
」
と

す
る
が（

８
）、

現
在
、
本
作
品
は
「
天
下
和
順
之
図　

三
幅
対
」
と
蓋
表
に
墨
書
さ

れ
た
箱
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
図
様
か
ら
み
て
も
、
後
述
す
る
よ
う
に
「
天
下

和
順
図
」
と
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

「
天
下
和
順
」
と
は
、『
無
量
寿
経
』
の
中
で
も
つ
と
に
有
名
な
八
句
、「
天
下
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二
　
作
品
分
析

二
―
一
　
主
題

「
天
下
和
順
」
を
絵
画
化
し
た
作
品
は
、現
在
の
と
こ
ろ
本
作
品
を
含
め
て
四

種
類
の
図
様
を
確
認
す
る
の
み
で
あ
る
。
一
つ
は
、
敬
輔
の
師
と
い
わ
れ
る
画

僧
・
古
磵
が
『
無
量
寿
経
』
を
絵
画
化
し
た
「
大
経
曼
荼
羅
図
」（
奈
良
・
浄
国

院
蔵
、
挿
図
１
）（

（1
（

と
「
無
量
寿
経
曼
荼
羅
図
」（
東
京
・
太
宗
寺
蔵
）

（
（1
（

で
あ
る
。
こ

の
二
作
品
の
図
様
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
の
で
、併
せ
て
一
図
様
と
考
え
る
。二

つ
め
は
、
敬
輔
が
『
無
量
寿
経
』
を
絵
画
化
し
た
「
無
量
寿
経
曼
荼
羅
」（
挿
図

２
）
で
あ
る
。
原
画
が
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
に
制
作
さ
れ
、
延
享
二
年
（
一

七
四
五
）
に
上
梓
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
三
つ
め
が
本
作
品
で
あ
り
、
四
つ
め
は
『
敬

輔
画
譜
』（
三
冊
附
録
一
冊
、
文
化
元
年
刊
）（

（1
（

所
収
の
「
天
下
和
順
図
」（
挿
図
３
）

で
あ
る
。
古
磵
「
大
経
曼
荼
羅
図
」
と
敬
輔
「
無
量
寿
経
曼
荼
羅
」
の
図
様
は
、

と
も
に
曼
荼
羅
の
一
部
分
で
あ
り
、『
敬
輔
画
譜
』
所
収
の
も
の
は
本
画
が
伝
わ

ら
ず
、
も
と
の
形
状
が
わ
か
ら
な
い
。
つ
ま
り
「
天
下
和
順
」
を
主
題
と
し
て

絵
画
化
し
た
も
の
は
、
現
時
点
で
は
本
作
品
の
み
で
あ
る
。
ま
た
本
作
品
の
中

幅
「
釈
迦
・
迦
葉
・
阿
難
図
」
に
類
す
る
図
様
は
、
他
の
図
様
に
は
み
ら
れ
な

い
。さ

て
本
題
に
入
る
前
に
、
敬
輔
と
古
磵
と
の
関
係
を
確
認
す
る
。
敬
輔
が
狩

野
永
敬
に
師
事
し
て
い
た
こ
と
は
、
國
賀
氏
に
よ
っ
て
、
仁
和
寺
『
御
記
』
の

記
録
か
ら
確
認
さ
れ
て
い
る
が（

（1
（

、
古
磵
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、『
続
近
世
畸
人

伝
』（
五
巻
五
冊
、
寛
政
十
年
刊
）
と
『
敬
輔
画
譜
』
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

敬
輔
高
田
氏
、
近
江
日
野
売
薬
や
の
子
な
れ
ど
も
、
産
業
に
疎
く
、
わ
か

き
よ
り
御
室
御
所
に
奉
仕
し
て
あ
り
し
間
、
た
ゞ
画
を
好
み
て
、
其
比
浄

福
寺
古
㵎（
原
文
マ
マ
）和
尚
画
に
長
じ
ら
れ
し
か
ば
、従
ひ
て
学
ぶ
。（『
続

近
世
畸
人
伝
』）（

（1
（

翁
始
め
狩
野
永
敬
を
師
と
し
、
中
に
大
和
の
古
磵
和
尚
と
華
頂
の
義
山
上

人
に
随
い
、
仏
経
を
微
妙
の
新
図
に
写
し
得
る
。
お
の
お
の
雪
舟
の
画
法

を
捃く

ん

摭し
ょ

し
、
し
か
し
て
後
、
画
法
を
一
変
す
。（『
敬
輔
画
譜
』）（

（1
（

い
ず
れ
も
敬
輔
が
古
磵
に
師
事
し
た
と
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
書
物
は
敬
輔
が

没
し
て
約
五
十
年
を
経
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
師
弟
関
係
が
あ
っ

た
と
即
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
両
者
の
画
風
を
見
て
み
る
と
、
狩
野
派
を

基
本
と
す
る
敬
輔
と
、
肥
痩
の
少
な
い
素
朴
な
線
を
描
く
古
磵
は
一
見
す
る
と

似
て
い
な
い
。
し
か
し
略
筆
の
水
墨
画
、
例
え
ば
七
福
神
図
な
ど
で
は
、
國
賀

氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に（

（1
（

、
敬
輔
は
古
磵
の
図
様
に
強
い
影
響
を
受
け
て
い
る
こ

と
が
見
て
と
れ
る
。『
続
近
世
畸
人
伝
』
に
お
い
て
も
「
人
物
の
形
状
、又
墨
黒

な
る
趣
な
ど
は
頗
る
古
㵎
（
原
文
マ
マ
）
に
似
て
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
元
禄

十
五
年
に
師
で
あ
る
永
敬
が
没
し
た
時
、
敬
輔
は
数
え
二
十
九
歳
で
、
そ
の
二

年
後
に
は
「
十
王
及
び
地
獄
変
相
図
」
十
二
幅
を
完
成
さ
せ
て
い
る
か
ら
、
す

で
に
絵
師
と
し
て
の
基
本
的
な
技
量
は
身
に
付
け
て
い
た
だ
ろ
う
。
一
方
、
古
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磵
の
弟
子
と
し
て
は
、
義
海
や
義
門
と
い
っ
た
僧
侶
が
活
動
し
て
い
た
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
敬
輔
に
関
す
る
記
述
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い（

（1
（

。
後
述
す

る
が
、「
天
下
和
順
」
を
絵
画
化
す
る
に
際
し
て
、
敬
輔
は
古
磵
の
図
様
を
踏
襲

し
て
い
な
い
こ
と
も
ふ
ま
え
る
と
、
正
式
に
古
磵
の
門
人
と
し
て
活
動
し
て
い

た
か
ど
う
か
は
現
時
点
で
は
不
明
で
あ
る
。

で
は
本
題
に
戻
り
、
ま
ず
古
磵
の
「
大
経
曼
荼
羅
図
」
か
ら
図
様
を
確
認
し

て
い
く
。「
大
経
曼
荼
羅
図
」
は
、正
方
形
に
近
い
画
面
の
上
下
左
右
を
小
さ
な

矩
形
に
区
切
り
、
中
央
の
も
っ
と
も
大
き
な
画
面
に
、
世
自
在
王
仏
と
向
か
い

合
う
法
蔵
比
丘
が
描
か
れ
、
周
囲
の
区
画
内
に
は
、『
無
量
寿
経
』
の
文
言
と
と

も
に
、
そ
れ
ら
を
絵
画
化
し
た
各
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
各
場
面
の
配
置
は
、

経
典
の
進
行
に
沿
っ
て
画
面
上
部
左
端
の
「
諸
根
悦
予
」
か
ら
始
ま
り
、
次
に

右
隣
の
「
出
家
修
道
」、「
五
劫
思
惟
」、
そ
し
て
中
央
の
大
き
な
場
面
「
法
蔵
説

願
」
へ
と
続
き
、
再
び
上
部
へ
戻
り
、
以
後
時
計
回
り
に
進
ん
で
い
く
。
つ
ま

り
古
磵
の
「
大
経
曼
荼
羅
図
」
は
、
阿
弥
陀
仏
の
四
十
八
願
の
場
面
を
も
っ
と

も
重
視
し
て
中
央
に
大
き
く
描
き
、
そ
の
他
は
経
典
の
進
行
順
に
配
置
す
る
と

い
う
構
成
を
と
っ
て
い
る
。
そ
し
て
「
天
下
和
順
」
の
場
面
は
、
向
か
っ
て
左

端
の
中
ほ
ど
、
縦
長
の
ス
ペ
ー
ス
に
、
大
き
く
三
つ
に
分
け
て
描
か
れ
て
い
る

（
挿
図
４
）。
上
か
ら
見
て
い
く
と
、
左
端
に
大
き
く
「
天
下
和
順
」
の
文
言
が

書
き
込
ま
れ
、
日
輪
の
も
と
、
輪
に
な
っ
て
集
う
大
勢
の
男
女
や
子
供
の
姿
が

描
か
れ
て
い
る
。
収
穫
後
の
酒
宴
の
様
子
で
あ
ろ
う
。
日
輪
の
左
に
「
国
豊
民

安
」
と
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
下
は
田
で
収
穫
に
勤
し
む
二
人
の
男
、
手

前
で
は
、
多
く
の
米
俵
が
牛
馬
に
積
ま
れ
て
運
ば
れ
て
い
る
。
田
に
い
る
子
供

の
右
に
「
風
雨
以
時
」
と
書
き
込
ま
れ
る
。
一
番
下
に
は
、
街
路
で
お
辞
儀
を

し
あ
っ
た
り
、
進
物
の
や
り
取
り
を
す
る
高
士
た
ち
、
家
々
の
中
に
は
読
書
に

耽
る
人
物
が
幾
人
も
見
え
る
。
読
書
す
る
人
々
の
後
ろ
に
は
、
布
に
覆
わ
れ
た

物
が
三
つ
立
て
掛
け
ら
れ
て
い
る
が
、こ
れ
は
収
納
さ
れ
た
武
器
で
あ
ろ
う
。高

士
の
傍
ら
に
「
務
修
礼
譲
」、武
器
の
わ
き
に
「
兵
戈
無
用
」
と
書
き
込
ま
れ
て

い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
時
空
の
場
面
で
あ
る
が
、
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
の
中

で
大
き
な
破
綻
の
な
い
よ
う
、
モ
チ
ー
フ
の
配
置
が
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
敬
輔
の
「
無
量
寿
経
曼
荼
羅
」
は
、
縦
長
の
画
面
の
上
下
左
右
を
古

磵
と
同
様
、
矩
形
に
区
切
り
、
中
央
に
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
の
様
子
を
描
き
、
周

囲
に
『
無
量
寿
経
』
の
文
言
を
絵
画
化
し
た
場
面
を
配
す
。
主
に
上
部
は
三
輩

段
、
右
側
が
三
毒
段
、
下
部
が
五
悪
段
、
最
下
部
は
地
獄
、
左
側
が
法
蔵
比
丘

の
出
家
か
ら
大
願
成
就
の
場
面
で
あ
る
。
敬
輔
は
古
磵
と
比
べ
て
浄
土
の
場
面

を
よ
り
重
視
し
て
描
き
、
古
磵
ほ
ど
に
は
経
典
の
進
行
に
沿
う
意
識
が
み
ら
れ

な
い
。
ま
た
『
無
量
寿
経
』
で
は
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
地
獄
の
様
相
を

大
き
く
描
く
。「
天
下
和
順
」
は
三
輩
段
の
隣
、上
部
の
右
か
ら
二
つ
め
の
区
画

で
あ
る
（
挿
図
５
）。
上
部
左
方
に
日
輪
と
月
輪
が
輝
き
、
そ
の
間
に
「
天
下
和

順
／
日
月
清
明
／
風
雨
以
時
」
の
文
言
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
下
に
は
、

家
の
前
で
敷
布
を
広
げ
て
寛
ぐ
老
若
男
女
や
、
脱
穀
す
る
人
々
の
姿
が
描
か
れ

て
お
り
、
老
人
の
上
に
「
国
豊
民
安
」
と
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
右
上
の
堂
舎

内
、
机
に
向
か
う
高
士
と
経
に
向
か
う
僧
侶
、
そ
し
て
彼
ら
を
拝
む
人
々
の
わ

き
に
「
崇
徳
」、
堂
舎
の
傍
ら
、
鳥
籠
か
ら
小
鳥
を
放
つ
男
性
の
わ
き
に
「
興

仁
」
と
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
武
器
を
し
ま
う
人
々
に
「
兵
戈
無
用
」、



47

お
辞
儀
し
あ
う
高
士
に
「
務
修
礼
譲
」
の
文
言
が
割
り
振
ら
れ
て
い
る
。
古
磵

の
図
様
と
比
べ
て
、
小
さ
な
区
画
内
で
も
文
言
を
つ
ぶ
さ
に
絵
画
化
し
よ
う
と

い
う
意
図
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
。

『
敬
輔
画
譜
』
所
収
の
「
天
下
和
順
図
」
は
、「
無
量
寿
経
曼
荼
羅
」
を
下
敷

き
に
し
つ
つ
も
、
近
景
に
樹
木
、
遠
景
に
山
水
を
備
え
た
奥
行
き
の
あ
る
画
面

構
成
に
発
展
し
て
い
る
。
こ
の
図
様
に
対
応
す
る
敬
輔
の
本
画
は
確
認
さ
れ
て

い
な
い
が
、時
代
は
降
る
も
の
の
、狩
野
永
章
（
一
七
六
一
〜
没
年
不
詳
）
筆
「
天

下
和
順
図
」
襖
絵
八
面
（
滋
賀
・
眞
念
寺
蔵
）
に
そ
の
図
様
が
参
照
さ
れ
て
お
り
、

大
画
面
へ
の
適
用
に
耐
え
る
構
図
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る（

（1
（

。
個
々
の
モ
チ
ー
フ

は
「
無
量
寿
経
曼
荼
羅
」
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
露
台
の
上
で
祭
祀

を
行
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
一
群
が
描
き
加
え
ら
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
の
文
言

に
対
応
し
て
い
る
の
か
特
定
で
き
な
い
。

古
磵
と
敬
輔
の
描
く
「
天
下
和
順
」
の
図
様
は
、
農
作
業
を
描
く
と
い
う
点

と
、
お
辞
儀
し
あ
う
高
士
に
よ
っ
て
「
務
修
礼
譲
」
を
表
す
点
で
は
共
通
す
る

も
の
の
、
全
体
と
し
て
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
古
磵
作
品
は
、
敬
輔
作
品

の
わ
ず
か
二
年
前
に
描
か
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
両
者
の
間
に
は
積
極
的

な
図
様
の
継
承
が
み
ら
れ
な
い（

（2
（

。
で
は
本
作
品
の
図
様
は
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
た

の
か
。
ま
ず
は
図
様
を
詳
し
く
確
認
す
る
。

二
―
二
　『
無
量
寿
経
』
の
文
言
と
の
対
応

本
作
品
は
、
所
依
経
典
で
あ
る
『
無
量
寿
経
』
を
ど
の
よ
う
に
絵
画
化
し
て

い
る
の
か
。
本
作
品
と
図
様
を
共
有
す
る
敬
輔
「
無
量
寿
経
曼
荼
羅
」
お
よ
び

『
敬
輔
画
譜
』
所
収
の
図
様
に
は
、『
無
量
寿
経
』
の
文
言
が
書
き
込
ま
れ
て
い

る
の
で
、
そ
れ
ら
を
比
較
し
、
絵
画
表
現
が
ど
の
文
言
に
対
応
し
て
い
る
の
か

を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
類
似
す
る
図
様
が
な
い
中
幅
に
つ
い
て
も
、
絵
画
表

現
の
考
察
に
よ
っ
て
対
応
す
る
文
言
を
明
ら
か
に
す
る
。
な
お
、
便
宜
的
に
敬

輔
「
無
量
寿
経
曼
荼
羅
」
中
の
「
天
下
和
順
」
を
①
、『
敬
輔
画
譜
』
所
収
の
も

の
を
②
と
す
る
。

本
作
品
の
筆
致
は
三
幅
と
も
に
、
地
に
う
す
墨
や
藍
が
淡
く
掃
か
れ
、
全
体

的
に
水
気
の
多
い
墨
色
を
基
調
と
し
て
い
る
が
、
木
々
の
葉
や
建
物
、
人
物
の

衣
服
な
ど
に
は
、
緑
、
赤
、
青
、
黄
な
ど
多
く
の
色
が
使
わ
れ
て
い
る
。
金
泥

や
銀
泥
の
細
い
線
で
、
衣
の
墨
線
を
部
分
的
に
な
ぞ
る
表
現
も
み
ら
れ
る
。
左

幅
「
耕
作
図
」
は
、
山
の
端
に
月
輪
が
浮
か
び
、
斜
め
に
掃
か
れ
た
う
す
墨
が

雨
を
表
し
て
い
る
。
滝
が
流
れ
落
ち
、
水
が
豊
か
に
満
ち
た
田
園
の
様
子
が
遠

景
に
広
が
る
。
中
景
か
ら
近
景
に
か
け
て
、
鍬
に
よ
る
耕
起
、
稲
掛
け
、
稲
扱

き
と
藁
山
、稲
束
運
び
、稲
刈
り
、籾
摺
り
と
風
選
が
描
か
れ
る
（
挿
図
６
）。
こ

の
よ
う
な
自
然
描
写
と
耕
作
の
様
子
は
②
に
も
み
ら
れ
、「
天
下
和
順
」
以
下
の

文
言
の
う
ち
の
「
風
雨
以
時
」
を
表
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
前
景
に
は

家
の
前
に
敷
布
を
広
げ
、
そ
の
上
で
老
若
男
女
が
飲
食
を
楽
し
む
様
子
が
描
か

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
①
と
よ
く
似
て
お
り
、「
国
豊
民
安
」
の
表
現
で
あ
る
（
挿

図
７
）。

右
幅
「
山
水
図
」
は
、
日
輪
が
輝
き
山
々
が
幾
重
に
も
連
な
る
山
容
を
背
景

に
、
立
派
な
堂
舎
が
二
棟
描
か
れ
て
い
る
。
奥
の
堂
舎
に
は
経
典
に
向
か
う
僧

侶
、
手
前
に
は
書
物
に
向
か
う
高
士
、
そ
し
て
彼
ら
を
礼
拝
す
る
人
々
が
描
か
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れ
て
い
る
。
こ
れ
は
①
に
同
様
の
図
様
が
確
認
で
き
、「
崇
徳
」
の
場
面
で
あ
る

と
わ
か
る
（
挿
図
８
）。
そ
し
て
屋
外
に
は
弓
矢
を
し
ま
う
人
々
が
描
か
れ
、
こ

ち
ら
も
①
と
の
比
較
か
ら
「
兵
戈
無
用
」
を
表
し
て
い
る
と
わ
か
る
（
挿
図
９
）。

そ
の
上
に
描
か
れ
て
い
る
、
屋
内
で
書
物
を
読
む
人
々
は
、
古
磵
の
図
様
を
参

照
す
る
と
「
務
修
礼
譲
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
下
方
に
目
を
移
す
と
、
水

辺
に
は
鳥
籠
を
開
け
放
つ
男
性
と
桶
の
よ
う
な
も
の
を
持
つ
女
性
が
描
か
れ
て

い
る
（
挿
図
10
）。
①
で
は
同
様
に
鳥
籠
を
開
け
放
つ
人
物
に
「
興
仁
」
と
記
さ

れ
て
お
り
、ま
た
②
で
は
鳥
だ
け
で
な
く
魚
を
放
つ
人
々
が
描
か
れ
て
い
る（
挿

図
11
）。
よ
っ
て
こ
の
場
面
は
鳥
と
魚
の
放
生
で
あ
り
、「
興
仁
」
を
表
現
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
作
品
の
左
右
幅
は
、「
天
下
和
順
」
以
下
の
文
言
を
つ
ぶ
さ

に
絵
画
化
し
て
い
る
。
で
は
中
幅
の
「
釈
迦
・
迦
葉
・
阿
難
図
」
は
い
っ
た
い

何
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
他
の
「
天
下
和
順
」
の
図
様
に
は
な
い
こ

の
中
幅
の
存
在
は
、
本
作
品
を
考
え
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
。

中
幅
の
「
釈
迦
・
迦
葉
・
阿
難
図
」
は
、
画
面
の
中
央
に
朱
の
衣
を
ま
と
っ

た
釈
迦
が
描
か
れ
、
そ
の
左
手
前
に
迦
葉
、
や
や
後
ろ
に
阿
難
が
控
え
て
い
る
。

釈
迦
と
迦
葉
は
い
ず
れ
も
両
手
を
袖
で
覆
い
胸
前
に
持
ち
上
げ
、
阿
難
は
右
手

で
錫
杖
、左
手
で
鉢
を
持
つ
。
三
者
は
と
も
に
向
か
っ
て
左
に
体
を
向
け
て
、や

や
下
方
に
視
線
を
や
る
。
彼
ら
の
足
下
に
は
外
隈
を
用
い
た
泡
の
よ
う
な
雲
が

描
か
れ
て
お
り
、
雲
の
上
に
乗
っ
て
浮
遊
し
て
い
る
。
釈
迦
の
背
後
に
は
大
き

な
円
形
の
頭
光
が
外
隈
で
表
さ
れ
、
肉
身
は
肌
色
、
髪
際
や
頬
に
隈
が
つ
け
ら

れ
て
い
る
。
輪
郭
線
は
、
ま
ず
赤
み
が
か
っ
た
薄
い
肌
色
で
か
た
ち
ど
り
、
そ

の
上
か
ら
、
薄
い
墨
を
や
や
ず
ら
し
な
が
ら
な
ぞ
っ
て
描
く
。
肉
髻
に
は
朱
に

金
泥
で
円
形
の
模
様
が
描
か
れ
、
白
毫
に
は
白
色
顔
料
、
螺
髪
、
眉
、
髭
に
群

青
の
よ
う
な
青
色
顔
料
の
痕
跡
が
確
認
で
き
る
。
目
は
、
上
瞼
を
少
な
く
と
も

三
度
、
濃
さ
の
異
な
る
墨
で
少
し
ず
つ
ず
ら
し
な
が
ら
描
き
、
瞳
は
濃
墨
で
や

ん
わ
り
と
か
た
ち
ど
り
、
さ
ら
に
濃
い
墨
を
点
ず
る
。
白
目
に
は
白
色
が
薄
く

塗
ら
れ
て
い
る
。
衣
文
線
は
、
淡
墨
で
あ
た
り
を
つ
け
た
上
か
ら
、
や
や
ず
ら

し
て
濃
墨
で
描
き
、部
分
的
に
、金
泥
や
濃
墨
の
細
い
線
で
な
ぞ
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
人
物
の
輪
郭
線
を
何
度
も
重
ね
て
描
く
や
り
方
は
、
左
右
幅
の
点
景

人
物
に
も
み
ら
れ
る
。
一
見
、
さ
ら
り
と
描
い
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
が
、
本

作
品
は
細
部
に
至
る
ま
で
非
常
に
丁
寧
に
描
か
れ
て
い
る
。

釈
迦
と
と
も
に
描
か
れ
て
い
る
迦
葉
と
阿
難
は
、
い
ず
れ
も
十
大
弟
子
に
数

え
ら
れ
る
高
弟
で
あ
る
。
迦
葉
は
弟
子
の
筆
頭
と
し
て
、
釈
迦
の
入
滅
後
、
経

典
を
結
集
し
た
中
心
人
物
と
し
て
知
ら
れ
、
阿
難
は
釈
迦
の
侍
従
と
し
て
長
年

付
き
従
い
、
経
文
の
基
と
な
っ
た
経
説
を
も
っ
と
も
よ
く
記
憶
し
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。
こ
の
二
人
が
、
経
典
に
か
か
わ
る
人
物
で
あ
る
と
い
う
点
に
注
意
し

て
お
き
た
い
。
こ
の
三
者
の
組
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
、
他
の
作
例
を
確
認
し
つ

つ
、
本
作
品
の
特
徴
を
考
え
た
い
。

敬
輔
の
作
品
と
し
て
、
信
楽
院
本
堂
仏
壇
後
壁
の
壁
貼
付
「
釈
迦
・
阿
難
・

迦
葉
図
」
や
、
そ
の
図
様
を
踏
襲
す
る
『
敬
輔
画
譜
』
所
収
の
「
釈
迦
阿
難
迦

葉
図
」（
挿
図
12
）
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
中
央
に
坐
す
説
法
相
の
釈
迦
と
、
釈

迦
を
挟
ん
で
そ
れ
ぞ
れ
手
を
組
み
、
あ
る
い
は
経
巻
を
広
げ
て
坐
す
迦
葉
と
阿

難
と
い
う
構
図
を
と
っ
て
お
り
、
三
尊
形
式
を
意
識
し
た
静
的
な
構
図
で
あ
る
。
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て
は
、「
こ
う
し
た
背
景
や
、
錫
杖
と
鉢
と
い
う
托
鉢
を
思
わ
せ
る
持
物
か
ら
は
、

経
行
中
の
休
息
の
様
子
を
想
像
さ
せ
る
。」と
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
本
作
品
で
は
、

阿
難
が
鉢
と
錫
杖
を
持
っ
て
い
る
が
、
釈
迦
の
随
従
者
と
い
う
立
場
か
ら
、
こ

れ
は
釈
迦
の
持
物
で
あ
り
、
さ
ら
に
雲
に
乗
っ
て
浮
遊
す
る
構
図
か
ら
、
本
作

品
は
釈
迦
が
遊
行
し
て
い
る
最
中
の
姿
で
あ
る
と
推
測
す
る
。
遊
行
と
は
衆
生

教
化
の
た
め
に
諸
国
を
め
ぐ
り
歩
く
こ
と
で
あ
る
。こ
こ
で
再
び『
無
量
寿
経
』

を
参
照
す
る
と
、「
天
下
和
順
」
の
直
前
に
「
仏
の
遊
履
す
る
と
こ
ろ
の
、
国

邑
・
丘
聚
、（
仏
の
）
化
を
蒙
ら
ざ
る
は
な
し
」
と
い
う
文
言
が
見
出
さ
れ
る
。

遊
履
と
は
遊
行
の
こ
と
、
国
邑
・
丘
聚
は
国
や
村
、
集
落
を
意
味
し
、
す
な
わ

ち
仏
が
遊
行
し
た
国
や
村
、
集
落
で
、
そ
の
教
化
を
蒙
ら
な
い
と
こ
ろ
は
な
い
、

と
い
っ
て
い
る
。
本
作
品
の
中
幅
は
、こ
の
『
無
量
寿
経
』
中
の
「
仏
所
遊
履
」

の
文
言
に
対
応
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、「
仏
所
遊

履
」
を
表
す
中
幅
と
、「
天
下
和
順
」
を
表
す
左
右
幅
の
関
係
は
ど
う
考
え
ら
れ

る
だ
ろ
う
か
。
経
典
は
、
仏
の
遊
行
の
結
果
と
し
て
、「
天
下
和
順
」
以
下
に
示

さ
れ
る
よ
う
な
理
想
的
な
世
界
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
説
く
。
つ
ま
り
左
右
幅
に

描
か
れ
た
世
界
は
、
中
幅
の
「
仏
所
遊
履
」
の
結
果
と
し
て
、
仏
の
化
を
蒙
り

「
天
下
和
順
」
し
た
国
邑
・
丘
聚
で
あ
る
と
い
え
る
。

二
―
三
　
図
様
の
典
拠

さ
て
「
釈
迦
・
迦
葉
・
阿
難
図
」
が
「
仏
所
遊
履
」
を
絵
画
化
し
た
も
の
で

あ
る
と
す
る
と
、
類
例
の
少
な
い
そ
の
図
様
を
敬
輔
は
ど
の
よ
う
に
し
て
描
き

出
し
た
の
か
。
こ
こ
で
思
い
起
こ
さ
れ
る
の
は
、
敬
輔
に
よ
る
浄
土
経
典
の
絵

ま
た
狩
野
探
幽
（
一
六
〇
二
〜
一
六
七
四
）
筆
「
釈
迦
・
迦
葉
・
阿
難
図
」（
佐
賀
・

高
伝
寺
蔵
）
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
一
幅
に
一
尊
ず
つ
、
三
幅
対
と
し
て
描
か
れ
て

お
り
、
中
幅
の
釈
迦
が
出
山
釈
迦
、
左
右
幅
の
迦
葉
と
阿
難
が
坐
し
て
釈
迦
に

対
す
る
形
で
描
か
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
図
様
も
、
雲
に
乗
っ
た
動
的
な
様
子

で
描
か
れ
て
い
る
本
作
品
と
は
、
趣
を
異
に
す
る
。
一
方
、
彫
刻
に
お
い
て
は

奈
良
・
金
峯
山
寺
蔵
王
堂
に
安
置
さ
れ
る
「
釈
迦
如
来
立
像
」（
十
三
世
紀
）
と
、

そ
の
脇
侍
で
あ
っ
た
と
伝
来
さ
れ
、
同
寺
観
音
堂
に
安
置
さ
れ
る
「
阿
難
・
迦

葉
像
」（
十
三
世
紀
）
な
ど
、
い
く
つ
か
の
作
例
が
知
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
三
者

に
よ
る
三
尊
形
式
が
「
京
都
や
鎌
倉
の
禅
律
僧
を
中
心
に
受
容
さ
れ
、
や
が
て

わ
が
国
で
は
禅
宗
寺
院
の
本
尊
の
一
形
式
と
し
て
定
着
し
て
ゆ
く
」
と
指
摘
さ

れ
て
い
る（

（2
（

。
ま
た
近
世
で
は
、
京
都
・
萬
福
寺
の
「
釈
迦
如
来
立
像
」（
寛
文
九

年
・
一
六
六
九
）
と
そ
の
脇
侍
で
あ
る
「
迦
葉
尊
者
立
像
・
阿
難
尊
者
立
像
」（
延

宝
二
年
・
一
六
七
四
）
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
黄
檗
派
寺
院
の
本
尊
と
し
て
の

作
例
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
彫
刻
に
お
い
て
は
釈
迦
、
迦
葉
、
阿
難

は
禅
宗
寺
院
と
関
係
し
て
制
作
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
浄
土
教
美
術

に
お
け
る
位
置
づ
け
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
本
作
品
に
お
け
る
こ
の
三

者
の
組
み
合
わ
せ
と
、
雲
に
乗
っ
た
動
的
な
表
現
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。

本
作
品
に
お
い
て
、
阿
難
が
遊
行
の
際
の
必
需
品
で
あ
る
鉢
と
錫
杖
と
を

持
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
こ
れ
ら
の
持
物
が
描
か
れ
る
作
例
と
し
て
、

「
釈
迦
阿
難
像
」（
十
三
世
紀
、
京
都
・
高
山
寺
蔵
）
が
あ
る
。
両
足
を
紅
白
の
踏

割
り
蓮
華
に
支
え
ら
れ
た
釈
迦
が
、
右
手
に
錫
杖
、
左
手
に
鉢
を
持
ち
、
岩
上

に
坐
し
、
側
に
合
掌
し
跪
坐
す
る
比
丘
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
描
写
に
つ
い
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画
化
と
板
行
に
関
わ
っ
た
良
照
義
山
の
存
在
で
あ
る
。
義
山
は
京
都
の
人
で
俗

姓
は
三
魔
で
あ
り
、
禅
蓮
社
、
信
阿
と
号
し
た
。
大
和
郡
山
の
光
伝
寺
に
て
出

家
後
、
江
戸
・
増
上
寺
に
て
修
行
し
、
学
僧
・
聞
証
に
つ
い
て
修
学
し
た
。
天

和
三
年
（
一
六
八
三
）
に
帰
京
し
華
頂
山
麓
に
寓
居
、浄
業
の
傍
ら
宗
典
の
善
本

を
探
し
て
校
正
し
、
句
読
点
を
改
め
て
上
梓
し
た
と
い
う
。
知
恩
院
三
世
尊
統

法
親
王
の
臨
終
善
知
識
と
し
て
招
か
れ
た
他
、
霊
元
上
皇
の
御
召
に
よ
っ
て
仙

洞
御
所
で
進
講
し
て
い
る
。
ま
た
東
山
天
皇
中
宮
の
承
秋
門
院
の
帰
依
を
蒙
っ

た（
（2
（

。
こ
の
よ
う
に
義
山
は
元
禄
期
の
浄
土
教
団
を
代
表
す
る
学
僧
で
あ
っ
た
と

い
え
る
が
、『
敬
輔
画
譜
』
に
は
、
こ
の
義
山
に
敬
輔
が
教
え
を
受
け
て
い
た
旨

が
記
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
実
際
、「
無
量
寿
経
曼
荼
羅
」
と
「
選
択
集
十
六
章
之
図
」

に
は
、そ
れ
ら
の
開
板
に
義
山
が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。ま

た
義
山
は
多
く
の
宗
典
を
板
行
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
挿
図
を

描
い
た
の
が
古
磵
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る（

（2
（

。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
敬
輔

は
お
そ
ら
く
古
磵
を
通
じ
て
義
山
と
知
り
合
い
、
仏
画
制
作
に
あ
た
っ
て
教
え

を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
立
場
に
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。

林
氏
は
「
無
量
寿
経
曼
荼
羅
」
の
読
解
に
際
し
て
、
義
山
の
著
し
た
『
無
量

寿
経
随
聞
講
録
』（

（2
（

（
以
下
、『
随
聞
講
録
』）
を
参
照
し
て
い
る
。
本
書
は
『
無
量
寿

経
』
に
つ
い
て
、
逐
語
的
に
註
釈
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
宝
永
三
年
（
一
七

〇
六
）
に
行
わ
れ
た
義
山
の
講
説
に
基
づ
い
て
筆
録
さ
れ
、享
保
十
二
年
（
一
七

二
七
）
ま
で
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
板
行
さ
れ
て
お
ら
ず
写
本
の
み
が
伝
わ

る
が
、
敬
輔
が
こ
の
書
物
を
目
に
し
た
、
あ
る
い
は
そ
の
内
容
に
関
す
る
知
識

を
得
て
い
た
可
能
性
は
低
く
な
い
。
敬
輔
没
後
の
刊
行
で
は
あ
る
が
、「
無
量
寿

経
曼
荼
羅
」
を
解
説
し
た
随
天
『
大
経
曼
荼
羅
開
壇
記
』（
四
巻
、安
永
九
年
刊
）

所
収
の
増
上
寺
四
十
六
世
妙
誉
定
月
（
一
六
八
七
～
一
七
七
一
）
に
よ
る
「
序
」

で
は
、
次
の
よ
う
に
敬
輔
が
義
山
か
ら
『
無
量
寿
経
』
の
教
理
を
口
授
さ
れ
た

こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

大
経
曼
荼
羅
は
華
頂
義
山
の
刻
営
、
法
眼
敬
輔
の
図
貌
す
る
所
な
り
。
山

公
曾
て
経
を
講
じ
口
授
す
。
則
ち
敬
輔
随
い
て
画
を
成
さ
ん
。（『
大
経
曼
荼

羅
開
壇
記
』）（

（2
（

定
月
と
義
山
、
敬
輔
に
直
接
の
交
流
が
あ
っ
た
か
は
定
か
で
な
い
が（

（2
（

、
少
な

く
と
も
後
世
に
お
い
て
、
敬
輔
の
図
様
は
義
山
の
教
理
に
基
づ
く
も
の
と
捉
え

ら
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ま
た
実
際
、『
随
聞
講
録
』
に
は
、
本
作
品

の
表
現
と
関
わ
る
記
述
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
本
作
品
の
重
要
な
テ
ー
マ

で
あ
る
「
仏
所
遊
履
」
に
つ
い
て
、『
随
聞
講
録
』
は
次
の
よ
う
に
註
釈
す
る
。

仏
所
遊
履
等
と
は
、
己
下
は
住
世
の
益
を
明
す
な
り
。
仏
、
在
世
の
時
は
、

五
天
竺
国
、
徧
く
遊
履
し
玉
ウ
な
り
。
然
れ
ど
も
、
亦
た
末
代
に
通
ず
べ

し
。
縦
い
仏
滅
後
と
雖
も
、
衆
生
、
若
し
此
の
経
を
受
持
し
、
説
の
如
く

修
行
せ
ば
、
正
に
此
の
益
有
る
べ
し
。
教
法
の
流
布
は
則
ち
仏
の
法
身
の

遊
履
な
る
が
故
に
。
然
れ
ば
則
ち
五
悪
を
捨
て
て
五
善
を
修
せ
ば
、
一
国

一
郡
、
乃
至
、
一
天
下
、
皆
、
悉
く
安
隠
な
ら
ん
の
み
。「
遊
履
」
と
は
、

『
広
韻
』
に
「
游
は
浮
な
り
、
教
な
り
」。
亦
た
、
遊
に
作
る
。「
履
」
は
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く
引
用
し
て
お
り
、
ま
た
「
務
修
礼
譲
」
の
註
釈
で
は
、
礼
と
仁
と
い
う
儒
教

の
徳
目
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ら
は
「
仏
所
遊
履
」
の
結
果
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る

功
徳
で
あ
る
と
説
く（

（3
（

。
本
作
品
の
「
崇
徳
」
の
表
現
も
、『
随
聞
講
録
』
に
み
ら

れ
る
こ
う
し
た
儒
仏
一
致
の
思
想
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る（

（3
（

。
こ
れ
ら

の
表
現
上
の
関
連
を
ふ
ま
え
る
と
、
敬
輔
は
「
天
下
和
順
」
を
絵
画
化
す
る
に

際
し
て
、『
随
聞
講
録
』
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
義
山
の
思
想
に
依
っ
た
と
考

え
て
よ
い
。

で
は
、
他
の
「
天
下
和
順
」
の
図
様
で
は
絵
画
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
「
仏

所
遊
履
」
が
、
な
ぜ
本
作
品
に
お
い
て
描
か
れ
た
の
か
。
先
に
引
用
し
た
『
随

聞
講
録
』
の
註
釈
で
は
、「
仏
所
遊
履
」
以
下
の
文
言
は
「
往
世
の
益
」、
す
な

わ
ち
釈
迦
が
生
き
て
、
実
際
に
遊
行
し
て
い
た
過
去
の
時
代
の
利
益
に
つ
い
て

述
べ
て
い
る
と
説
く
。
し
か
し
続
け
て
、
た
と
え
仏
滅
後
で
あ
っ
て
も
『
無
量

寿
経
』
に
従
っ
て
修
行
す
れ
ば
、
仏
の
在
世
時
と
同
じ
よ
う
な
利
益
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
と
説
く
。
そ
の
理
由
は
、
教
法
の
流
布
が
仏
の
法
身
の
遊
履
と

同
じ
だ
か
ら
で
あ
る
。
教
法
は
す
な
わ
ち
仏
の
法
身
で
あ
る
の
で
、『
無
量
寿

経
』
が
広
く
流
布
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
仏
が
あ
ま
ね
く
遊
行
す
る
の
と
同
じ

利
益
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。そ
し
て
末
法
の
世
に
お
い
て
も『
無

量
寿
経
』
に
従
っ
て
修
行
を
す
れ
ば
、「
一
国
一
郡
、
乃
至
、
一
天
下
、
皆
、
悉

く
安
隠
」
な
世
の
中
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
る
。
こ
こ
で
い
わ
れ

る
「
教
法
の
流
布
」
こ
そ
が
、
本
作
品
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
と
考
え
る
。
先

に
、
迦
葉
と
阿
難
は
い
ず
れ
も
経
典
に
関
わ
る
人
物
で
あ
る
と
述
べ
た
が
、「
仏

所
遊
履
」
を
絵
画
化
す
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
の
両
者
を
供
と
す
る
こ
と
に
よ
っ

践
な
り
。『
説
文
』
に
、「
足
の
依
る
所
な
り
」。
又
た
、『
彙
』
并
び
に

『
玉
』
に
「
遊
は
遨
遊
」
と
。『
小
補
韻
会
』
に
、「
遨
遊
は
行
な
り
」。

『
彙
』
に
「
游
は
浮
行
な
り
。
流
に
順
い
て
下
る
な
り
。」（『
随
聞
講
録
』）（

（3
（

後
半
部
分
で
、「
遊
履
」
の
「
遊
」
と
い
う
字
に
関
し
て
、「
游
は
浮
な
り
」

「
游
は
浮
行
な
り
」と
字
義
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
本
作
品
の
、雲
に
乗
っ

た
釈
迦
た
ち
の
表
現
は
、
こ
の
「
游
＝
浮
、
浮
行
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
か
ら
発

想
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
游
は
浮
な
り
」
は
韻
書
で
あ
る
『
広
韻
』

の
「
游
」
字
の
訓
釈
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。『
彙
』
は
す
な
わ
ち
『
字
彙
』
の

こ
と
で
、こ
ち
ら
も
同
様
に
訓
釈
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。「
浮
行
」
の
意
味
は

よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
例
え
ば
聖
総
『
当
麻
曼
陀
羅
疏
』（
永
享
八
年
（
一
四
三

六
）
成
立
）
に
お
い
て
行
基
の
事
績
を
述
べ
る
場
面
で
「
遥
ニ
西
海
ヲ
指
テ
浮

行
ク
」（

（3
（

と
い
う
用
例
が
み
ら
れ
る
の
で
、
浮
き
行
く
と
い
う
単
純
な
意
味
で
と

ら
え
た
い
。
本
作
品
の
よ
う
に
釈
迦
、
迦
葉
、
阿
難
が
雲
に
乗
っ
て
浮
遊
し
て

い
る
図
様
は
、
管
見
の
限
り
で
は
他
に
例
を
見
な
い（

（3
（

。
本
作
品
の
「
釈
迦
・
迦

葉
・
阿
難
図
」
を
描
く
に
あ
た
っ
て
、
敬
輔
は
『
随
聞
講
録
』
の
記
述
を
参
照

し
て
、
遊
履
す
る
釈
迦
ら
を
浮
き
行
く
姿
で
描
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
本
作
品
の
右
幅
の
「
崇
徳
」
の
場
面
（
挿
図
８
）
に
お
い
て
、
僧
侶
と

高
士
が
礼
拝
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
、
仏
教
と
儒
教
に
お
け
る
高

徳
の
人
物
を
崇
拝
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。『
随
聞
講
録
』
で
は
「
崇
徳
」
と
い

う
語
句
に
つ
い
て
、『
論
語
』「
顔
淵
篇
」
を
典
拠
と
し
て
引
用
し
て
い
る（

（3
（

。『
随

聞
講
録
』
は
こ
の
よ
う
に
、
仏
典
や
そ
の
注
釈
書
だ
け
で
な
く
儒
教
経
典
を
多
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て
、
釈
迦
の
遊
行
が
教
法
、
こ
こ
で
は
す
な
わ
ち
『
無
量
寿
経
』、
の
流
布
と
重

ね
合
わ
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
『
随
聞
講
録
』
の
「
天
下
和
順
」
の
註
釈
で
は
、
観
徹
（
一
六
五
七
〜
一

七
三
一
）
の
著
し
た
『
浄
土
三
部
経
合
讃
』（

（3
（

か
ら
、「
出
世
の
法
王
が
世
を
治
め

る
た
め
の
法
は
あ
る
か
」
と
い
う
問
答
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
仏
の

教
え
に
従
い
、
五
戒
を
持
つ
こ
と
が
「
国
豊
民
安
」
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
、

ま
た
『
法
華
経
』『
仁
王
経
』『
金
光
明
経
』
に
加
え
て
『
無
量
寿
経
』
も
ま
た

鎮
護
国
家
の
経
で
あ
り
、
鎮
護
の
益
が
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る（

（3
（

。
こ
う
し
た

記
述
は
、『
無
量
寿
経
』
の
重
要
性
を
強
調
し
、「
出
世
の
法
王
」
に
対
し
て
、

「
教
法
の
流
布
」
を
勧
め
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
な
『
随
聞
講
録
』
の
『
無
量
寿
経
』
解
釈
を
念
頭
に
お
く
と
、本

作
品
は
仏
伝
と
し
て
過
去
の
釈
迦
の
遊
履
を
描
く
だ
け
で
な
く
、
そ
の
法
身
で

あ
る
『
無
量
寿
経
』
の
流
布
を
暗
示
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
「
天
下
和
順
」
が

も
た
ら
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
本
作
品
に
は
、

『
無
量
寿
経
』
が
世
を
治
め
る
た
め
に
必
要
な
経
典
で
あ
る
と
い
う
義
山
の
主

張
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
敬
輔
が
類
例
の
少
な
い
「
天
下
和
順
」
を

主
題
と
し
て
取
り
上
げ
た
の
も
、
義
山
の
教
化
活
動
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
よ
う
。三

　
敬
輔
の
「
新
図
」

本
作
品
の
成
立
に
は
、
義
山
の
存
在
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
が
、
経
典
や
義
山

の
思
想
に
依
り
な
が
ら
、
そ
れ
ら
を
絵
画
化
す
る
た
め
に
、
敬
輔
は
絵
師
と
し

て
身
に
付
け
て
き
た
様
々
な
図
様
を
う
ま
く
利
用
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
本
作

品
の
左
幅
の
耕
作
の
場
面
（
挿
図
６
）
は
、「
風
雨
以
時
」
に
対
応
す
る
が
、『
随

聞
講
録
』
の
註
釈
で
は
、
時
宜
に
か
な
っ
た
降
雨
に
よ
っ
て
豊
作
が
も
た
ら
さ

れ
、
国
に
災
い
が
起
こ
る
時
は
必
ず
天
候
に
異
変
が
生
じ
る
、
と
い
う
説
明
が

な
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る（

（4
（

。
そ
こ
を
本
作
品
で
は
、
耕
作
の
様
子
を
、
鍬
に

よ
る
耕
起
、
稲
掛
け
、
稲
扱
き
と
藁
山
、
稲
束
運
び
、
稲
刈
り
、
籾
摺
り
と
風

選
と
い
う
よ
う
に
、
細
か
く
描
き
分
け
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
描
写
は
『
随
聞

講
録
』
の
記
述
に
基
づ
い
て
い
る
と
い
う
よ
り
は
、
四
季
耕
作
図
か
ら
引
用
さ

れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
四
季
耕
作
図
は
室
町
時
代
以
降
、
日
本
で
広
く

描
か
れ
、
耕
作
の
各
段
階
を
四
季
に
応
じ
て
描
き
分
け
る
図
様
が
定
着
し
て
お

り
、
敬
輔
が
そ
う
し
た
作
例
を
参
照
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る（

（4
（

。

ま
た
御
所
を
は
じ
め
施
政
者
や
皇
族
の
館
の
障
壁
画
に
、
鑑
戒
画
と
し
て
描
か

れ
て
き
た
歴
史
が
あ
る（

（4
（

。
そ
の
よ
う
な
四
季
耕
作
図
の
イ
メ
ー
ジ
を
組
み
込
む

こ
と
で
、『
無
量
寿
経
』
の
流
布
と
い
う
善
行
が
、
民
の
安
寧
に
繋
が
る
と
い
う

本
作
品
の
意
図
を
強
化
す
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
敬
輔
の
「
無
量

寿
経
曼
荼
羅
」
で
は
「
国
豊
民
安
」
の
場
面
に
お
い
て
、
竹
馬
で
遊
ぶ
子
ど
も

が
描
か
れ
て
い
る
が
（
挿
図
５
）、本
作
品
で
は
猿
廻
し
に
変
更
さ
れ
て
い
る
（
挿

図
７
）。「
無
量
寿
経
曼
荼
羅
」
の
表
現
は
お
そ
ら
く
『
随
聞
講
録
』
の
「
風
雨

以
時
」
の
註
釈
に
引
用
さ
れ
る
『
金
光
明
経
』
の
文
言
、「
五
日
一
風
、
十
日
一

雨
、
老
者
は
壌
を
撃
ち
、
小
者
は
竹
馬
に
騎
る
」
を
反
映
し
て
い
る
。
猿
廻
し

は
、
伝
狩
野
山
楽
「
四
季
耕
作
図
屏
風
」（
六
曲
一
双
、
個
人
蔵
）
や
狩
野
探
幽
周

辺
の
作
例
に
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。『
随
聞
講
録
』の
註
釈
に
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得
る
）」、「
梵
典
を
丹
青
の
中
に
寓
す
（
仏
教
経
典
を
絵
画
の
中
に
や
ど
す
）」、「
大

経
の
意
を
山
水
に
し
て
ゑ
が
け
る
（『
無
量
寿
経
』
の
意
を
山
水
に
し
て
描
く
）」
と

い
っ
た
評
価
は
ど
の
よ
う
な
意
味
で
あ
ろ
う
か
。

仏
画
は
そ
の
目
的
に
応
じ
、
経
典
や
特
定
の
信
仰
に
基
づ
い
て
制
作
さ
れ
る

が
、
近
世
に
お
い
て
は
そ
う
し
て
制
作
さ
れ
て
き
た
規
範
性
の
あ
る
古
画
の
図

様
を
踏
襲
す
る
こ
と
が
広
く
行
わ
れ
て
い
た（

（4
（

。し
か
し
本
作
品
の
図
様
に
は
、本

稿
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
類
例
を
見
出
せ
な
い
独
自
の
表
現
が
見
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
で
あ
る
同
時
代
の
学
僧
、
義
山
の
意
を
受
け
て
、「
教
法

の
流
布
」
を
目
的
と
し
て
新
た
に
作
ら
れ
た
図
様
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
こ
う
し
た
義
山
と
敬
輔
に
よ
る
仏
画
制
作
の
試
み
が
、「
新
図
」
や
「
新

構
」
と
評
せ
ら
れ
て
い
た
と
考
え
る
。

お
わ
り
に

「
選
択
集
十
六
章
之
図
」
の
題
賛
に
お
い
て
、敬
輔
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い

る
。
註
25
に
全
文
を
載
せ
た
が
、
改
め
て
こ
こ
に
一
部
引
用
し
た
い
。

そ
れ
耳
目
の
物
に
接
す
る
や
、
お
の
お
の
そ
の
心
を
感
発
す
る
こ
と
有
り
。

し
か
し
て
目
の
物
に
接
す
る
や
、
最
も
感
発
し
易
く
し
て
、
物
は
ま
た
画

図
よ
り
善
な
る
は
な
し
。
人
或
は
泥な

い

梨り

の
図
に
対
し
て
す
な
わ
ち
悚

し
ょ
う

然ぜ
ん

と

し
て
畏
懼
し
、
た
ち
ま
ち
懺さ

ん

摩ま

の
心
を
生
ず
る
者
有
り
。
或
は
楽
土
の
変

を
看
て
す
な
わ
ち
莞
爾
と
し
て
進
趣
し
、
俄
に
そ
の
境
に
遊
ば
ん
と
欲
す

る
者
有
り
。
す
な
わ
ち
豈
に
目
の
物
に
接
す
る
や
、
最
も
感
発
し
易
く
し

忠
実
で
あ
っ
た
竹
馬
の
図
様
を
、
あ
え
て
猿
廻
し
に
変
更
し
た
の
は
、
京
狩
野

家
の
流
れ
を
汲
む
敬
輔
が
、
自
家
薬
籠
中
の
四
季
耕
作
図
の
表
現
を
活
か
し
た

の
で
は
な
か
っ
た
か
。

義
山
の
思
想
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
、絵
師
と
し
て
の
技
術
を
駆
使
し
て
敬
輔
が

描
き
出
し
た
本
作
品
は
、
ど
の
よ
う
に
評
価
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
先
に
、
二
―
一

で
引
用
し
た
『
敬
輔
画
譜
』
に
お
い
て
「
仏
経
を
微
妙
の
新
図
に
写
し
得
る
」

と
あ
っ
た
。
同
じ
く
『
敬
輔
画
譜
』
お
よ
び
『
続
近
世
畸
人
伝
』
中
に
次
の
よ

う
な
記
述
が
あ
る
。

翁
嘗
て
華
頂
の
義
山
上
人
に
謁
し
、
よ
く
仏
理
を
会
す
。
ま
た
僧
鳳
譚
に

従
い
、
孔
雀
明
王
の
法
を
聞
く
。
す
な
わ
ち
図
を
作
す
に
堂
々
と
し
て
威

有
り
。
鳳
譚
大
い
に
そ
の
器
を
称
す
。
一
日
梵
典
を
丹
青
の
中
に
寓や

ど

す
に

偶
う
。
粲
然
と
し
て
観
る
べ
し
。
新
構
極
め
て
奇
に
し
て
、
所
謂
未
曾
有

の
も
の
な
り
。
ま
た
渓
の
鰛
、
七
猩
々
、
龍
門
の
鯉
を
善
く
画
く
。（『
敬

輔
画
譜
』）（

（4
（

古
㵎
（
原
文
マ
マ
）
和
尚
に
従
ひ
た
る
故
に
や
、浄
家
の
仏
学
あ
り
て
阿
弥

陀
経
の
曼
荼
羅
を
画
き
て
印
施
す
。
又
近
江
或
寺
の
内
陣
に
大
経
の
意
を

山
水
に
し
て
ゑ
が
け
る
な
ど
は
、
甚
賞
す
べ
き
も
の
也
。
九
十
斗
ま
で
な

が
ら
へ
、
尚
画
力
お
と
ろ
へ
ず
。（『
続
近
世
畸
人
伝
』）

こ
れ
ら
「
仏
経
を
微
妙
の
新
図
に
写
し
得
る
（
仏
教
経
典
を
奥
深
い
新
図
に
写
し
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て
、物
は
ま
た
画
図
よ
り
善
な
る
は
な
か
ら
ん
か
。（「
選
択
集
十
六
章
之
図
」

題
賛
）

意
訳
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
か
。

目
で
物
を
見
た
り
耳
で
音
を
聞
い
た
り
す
る
と
、
心
が
動
か
さ
れ
る
も
の
だ
。

な
か
で
も
絵
画
を
見
る
と
い
う
こ
と
は
、
最
も
人
の
心
を
動
か
し
や
す
い
。
地

獄
の
絵
を
見
て
恐
れ
お
の
の
き
、
た
ち
ま
ち
悔
い
改
め
る
人
も
い
れ
ば
、
極
楽

の
絵
を
見
て
喜
ん
で
修
行
し
、
往
生
し
た
い
と
願
う
人
も
い
る
。
絵
画
を
見
る

と
い
う
こ
と
は
、
本
当
に
、
最
も
人
の
心
を
動
か
し
や
す
い
こ
と
な
の
だ
。

敬
輔
の
仏
画
観
と
も
い
え
る
文
章
で
あ
り
、
興
味
深
い
。
敬
輔
は
絵
画
に
よ

る
教
化
効
果
と
い
う
も
の
を
意
識
し
な
が
ら
仏
画
制
作
を
行
っ
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
近
世
の
仏
画
は
因
襲
的
な
も
の
と
し
て
語
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
が
、
こ

の
文
章
か
ら
読
み
取
れ
る
敬
輔
の
仏
画
制
作
に
対
す
る
姿
勢
は
、
絵
師
と
し
て

の
意
欲
に
あ
ふ
れ
た
積
極
的
な
も
の
で
あ
る
。
近
世
に
お
い
て
は
、
夥
し
い
数

の
仏
画
が
制
作
さ
れ
た
が
、
規
範
性
を
持
っ
て
受
け
継
が
れ
て
い
く
図
様
も
あ

れ
ば
、
敬
輔
の
よ
う
に
同
時
代
の
思
想
を
受
け
て
、
新
し
い
仏
画
に
挑
戦
す
る

絵
師
も
い
た
。
本
作
品
は
、
そ
う
し
た
近
世
仏
画
の
多
様
性
を
示
す
一
例
で
あ

る
と
い
え
よ
う
。

註（
１
）�　

明
誉
古
磵
は
浄
土
宗
の
画
僧
。
證
蓮
社
、虚
舟
と
号
す
。
大
和
郡
山
の
人
か
。
江

戸
・
増
上
寺
に
て
修
行
後
、
元
禄
三
年
に
京
都
・
報
恩
寺
に
入
り
、
の
ち
に
郡
山

の
西
岸
寺
へ
移
る
。「
円
光
大
師
贈
号
絵
巻
」
三
巻
（
京
都
・
知
恩
院
蔵
）、「
薬
師

寺
縁
起
絵
巻
」
四
巻
（
奈
良
・
薬
師
寺
蔵
）
な
ど
の
縁
起
絵
巻
や
、
縦
十
五
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
「
涅
槃
図
」（
京
都
・
泉
涌
寺
蔵
）
な
ど
の
大
作

を
残
し
た
。
古
磵
に
つ
い
て
は
展
覧
会
図
録
『
没
後
三
〇
〇
年　

画
僧
古
磵
』（
大

和
文
華
館
、
二
〇
一
七
年
）
を
参
照
し
た
。

（
２
）�　

敬
輔
に
つ
い
て
は
、
土
居
次
義
氏
が
研
究
に
先
鞭
を
つ
け
、
そ
の
後
「
高
田
敬

輔
と
小
泉
斐
」
展
（
滋
賀
県
立
近
代
美
術
館
、
二
〇
〇
五
年
）
に
前
後
し
て
、
國

賀
由
美
子
氏
ら
に
よ
り
研
究
が
大
き
く
進
展
し
た
。
主
要
な
先
行
研
究
は
以
下
の

通
り
で
あ
る
。
①
土
居
次
義
「
天
球
院
障
壁
画
と
『
敬
輔
画
譜
』」『
近
世
日
本
絵

画
の
研
究
』（
美
術
出
版
社
、一
九
七
〇
年
）、②
同
「
信
楽
院
の
高
田
敬
輔
（
上
・

下
）」『
季
刊
ア
ー
ト
』
第
二
十
一
―
二
、
二
十
一
―
三
号
（
マ
リ
ア
書
房
、
一
九

七
四
年
）、
③
同
「
高
田
敬
輔
の
襖
絵
」『
國
華
』
第
九
八
三
号
（
國
華
社
、
一
九

七
五
年
）、
④
同
「
高
田
敬
輔
画
像
」『
季
刊
ア
ー
ト
』
第
二
十
三
―
二
号
（
マ
リ

ア
書
房
、
一
九
七
五
年
）、
⑤
國
賀
（
岩
田
）
由
美
子
「
京
狩
野
門
流　

高
田
敬
輔

雑
考
」『
日
本
画
の
情
景
―
富
士
山
・
琵
琶
湖
か
ら
』（
静
岡
県
立
美
術
館
・
滋
賀

県
立
近
代
美
術
館
、
二
〇
〇
〇
年
）、
⑥
同
「
近
江
の
画
人
高
田
敬
輔
再
考
―
仁
和

寺
蔵
『
御
記
』
に
よ
る
知
見
を
手
が
か
り
と
し
て
」『
滋
賀
県
立
近
代
美
術
館
研
究

紀
要
』
第
四
号
（
滋
賀
県
立
近
代
美
術
館
、
二
〇
〇
二
年
）、
⑦
同
「
訳
注
『
敬
輔

画
譜
』
附
『
高
田
家
系
図
書
』」『
滋
賀
県
立
近
代
美
術
館
研
究
紀
要
』
第
五
号
（
滋

賀
県
立
近
代
美
術
館
、
二
〇
〇
四
年
）、
⑧
同
「
高
田
敬
輔
筆　

信
楽
院
天
井
画
」

『
國
華
』
第
一
三
六
八
号
（
國
華
社
、
二
〇
〇
九
年
）、
⑨
同
「
高
田
敬
輔
の
画
業

―
黄
檗
絵
画
と
の
接
点
―
」『
黄
檗
文
華
』
第
一
三
〇
号
（
黄
檗
文
化
研
究
所
、二

〇
〇
九
年
）、
山
本
ゆ
か
り
『
上
方
風
俗
画
の
研
究
―
西
川
裕
信
・
月
岡
雪
鼎
を
中

心
に
―
』（
藝
華
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）
※
初
出
「
高
田
敬
輔
研
究
」『
鹿
島
美
術

研
究
』
年
報
第
十
九
号
別
冊
（
鹿
島
美
術
財
団
、
二
〇
〇
二
年
）

（
３
）�　

註
２
前
掲
論
文
⑦
、
三
十
四
頁
。

（
４
）�　

林
竹
人
「
絵
師 

高
田
敬
輔
が
描
く
浄
土
の
世
界
：「
選
択
集
十
六
章
之
図
」
及
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び
「
無
量
寿
経
曼
荼
羅
」
を
中
心
と
し
て
」
佛
教
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士

論
文
、
二
〇
二
〇
年
（「
仏
教
大
学
論
文
目
録
リ
ポ
ジ
ト
リ
」https://archives.

bukkyo-u.ac.jp/repository/baker/detail 

）

（
５
）�　
「
無
量
寿
経
曼
荼
羅
」
の
図
様
が
随
天
『
大
経
曼
荼
羅
開
壇
記
』（
四
巻
、
安
永

九
年
刊
）
で
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
「
高
田
敬
輔
と
小
泉
斐
」
展
に
お
い
て
言

及
さ
れ
て
い
た
が
、「
選
択
集
十
六
章
之
図
」
の
図
様
も
ま
た
利
用
、
改
変
し
て
制

作
さ
れ
た
諸
本
（
江
戸
～
明
治
時
代
）
が
三
点
確
認
さ
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
（
註
４
前
掲
論
文
、
六
頁
）

（
６
）�　

執
筆
者
は
二
〇
一
七
年
七
月
二
十
八
日
に
本
作
品
の
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
際

の
記
録
に
よ
る
と
法
量
は
、
中
幅
が
縦
一
一
五
．
五
×
横
四
一
．
九
セ
ン
チ
、
左
幅

が
縦
一
一
五
．
五
×
横
四
一
．
九
セ
ン
チ
、右
幅
が
縦
一
一
五
．
七
×
横
四
二
．
〇

セ
ン
チ
で
あ
る
。
ま
た
、
款
記
の
「
道
子
」
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
意
味
不
明

で
あ
る
。
敬
輔
筆
「
八
相
涅
槃
図
」
の
款
記
に
「
天
雄
初
春
佛
歓
喜
日
法
橋
敬
輔

此
毫
於
湖
東
竹
隠
窓
下
」
と
あ
り
、
こ
の
「
天
雄
」
も
ま
た
不
明
で
あ
る
こ
と
と

あ
わ
せ
て
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
７
）�　
「
仁
和
寺
法
親
王
特
召
、
為
天
下
和
順
図
。［
是
亦
寿
経
中
事
具
状
。
天
下
和
順
、

日
月
清
明
、
国
豊
民
安
、
崇
徳
興
仁
、
務
修
礼
譲
、
態
之
］
賞
賜
尤
渥
、
命
叙
法

橋
位
」（
老
泉
戒
如
「
高
田
敬
輔
翁
略
伝
」『
敬
輔
画
譜
』）

「
仁
和
寺
法
親
王
特
に
召
し
、
天
下
和
順
図
を
為
す
。［
こ
れ
ま
た
寿
経
中
の
事
を

具
状
す
。
天
下
和
順
、
日
月
清
明
、
国
豊
民
安
、
崇
徳
興
仁
、
務
修
礼
譲
の
態
こ

れ
な
り
］
賞
賜
も
っ
と
も
渥
く
、命
じ
て
法
橋
位
に
叙
す
。」（『
敬
輔
画
譜
』
は
滋

賀
県
立
図
書
館
所
蔵
本
を
参
照
し
、
句
読
点
と
書
き
下
し
は
註
２
前
掲
論
文
⑦
を

参
考
に
し
な
が
ら
加
筆
修
正
し
た
。［　

］内
は
割
注
。
ま
た
旧
字
と
旧
仮
名
遣
い

は
改
め
た
。
以
下
『
敬
輔
画
譜
』
か
ら
の
引
用
に
つ
い
て
は
同
様
）

（
８
）�　

註
２
前
掲
論
文
②（
下
）。
ま
た
本
作
品
の
中
幅
が
阿
弥
陀
三
尊
来
迎
図
に
似
た

図
様
で
あ
る
こ
と
、
右
幅
が
「
上
流
人
士
の
楼
閣
に
遊
ぶ
情
景
」、
左
幅
が
「
農
民

の
生
活
」
を
表
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
な
お
土
居
氏
が
恩
賜

京
都
博
物
館
に
い
た
こ
ろ
、
本
作
品
が
寄
託
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

（
９
）�　
「
吾
哀
汝
等
天
人
之
類
、
苦
心
誨
喩
、
教
令
修
善
、
随
器
開
導
、
授
与
経
法
、
莫

不
承
用
。
在
意
所
願
。
皆
令
得
道
。
仏
所
遊
履
、
国
邑
丘
聚
、
靡
不
蒙
化
。
天
下

和
順
、
日
月
清
明
、
風
雨
以
時
、
災
厲
不
起
、
国
豊
民
安
、
兵
戈
無
用
。
崇
徳
興

仁
、
務
修
礼
譲
。」
書
き
下
し
も
含
め
、
中
村
元
・
早
島
鏡
正
・
紀
野
一
義
訳
注

『
浄
土
三
部
経
（
上
）
無
量
寿
経
』（
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
七
年
第
四
十
七
刷
）
を

参
照
し
た
。
な
お
傍
線
は
以
下
す
べ
て
執
筆
者
に
よ
る
。

（
10
）�　

註
１
前
掲
書
に
よ
る
と
、紙
本
着
色
、一
幅
、縦
二
五
〇
．
五
×
横
二
〇
四
．
五

セ
ン
チ
で
、款
記
「
沙
門
明
誉
古
磵
図
」、朱
文
方
印
「
證
蓮
社
」、白
文
方
印
「
明

誉
」
を
持
つ
。
裏
面
に
結
縁
者
の
名
前
と
制
作
の
経
緯
が
墨
書
さ
れ
て
お
り
、
正

徳
二
年
（
一
七
一
二
）
の
作
と
判
明
す
る
と
い
う
。

（
11
）�　

註
１
前
掲
書
に
よ
る
と
、紙
本
着
色
、一
幅
、縦
二
〇
一
．
五
×
横
一
九
三
．
五

セ
ン
チ
。
款
記
や
印
章
は
な
い
も
の
の
、
浄
国
院
本
と
の
共
通
性
か
ら
古
磵
作
品

と
認
め
ら
れ
る
と
さ
れ
る
。

（
12
）�　

図
の
最
上
部
に
「
于
時
延
享
乙
丑
冬
十
月
」
と
の
年
紀
を
伴
う
増
上
寺
四
十
三

世
連
察
の
題
賛
が
あ
り
、
ま
た
右
端
に
「
此
曼
荼
羅
者
正
徳
申
午
初
秋
家
翁
法
眼

敬
輔
経
華
頂
義
山
長
老
之
検
閲
而
自
図
今
在
延
享
仲
冬
雕
刻
用
流
行
于
世
云
江
州

日
野
町
［
高
田
三
敬
校
信
楽
院
蔵
板
］」
と
刻
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
正
徳
四
年
に

制
作
さ
れ
、
延
享
二
年
に
上
梓
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
13
）�　
『
竹
隠
画
譜
』と
も
い
う
。
敬
輔
の
作
品
や
敬
輔
が
所
持
し
た
和
漢
の
絵
画
の
縮

図
、
さ
ら
に
門
人
た
ち
の
作
品
を
載
せ
る
。
敬
輔
の
外
孫
・
谷
田
伯
修
に
よ
る
編

纂
。
一
巻
冒
頭
に
漢
学
者
・
松
本
愚
山
、
書
家
・
陸
基
章
、
医
者
・
臼
井
教
美
に

よ
る
序
文
、
そ
し
て
日
野
・
大
聖
寺
十
六
世
老
泉
戒
如
に
よ
る
「
高
田
敬
輔
翁
略

伝
」
を
収
め
る
。
序
文
中
に
、
月
岡
雪
鼎
が
編
纂
に
関
わ
っ
た
が
、
上
梓
を
待
た

ず
し
て
病
に
没
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
14
）�　

註
２
前
掲
論
文
⑥
。

（
15
）�　

伴
蒿
蹊
・
三
熊
花
顚
著
、
宗
政
五
十
緒
校
注
『
近
世
畸
人
伝
・
続
近
世
畸
人
伝　

東
洋
文
庫
二
〇
二
』（
平
凡
社
、
一
九
七
二
年
）
を
参
照
し
た
。
な
お
「
高
田
敬

輔
」
の
項
は
、
付
記
に
よ
り
伴
蒿
蹊
が
三
熊
花
顚
没
後
に
補
っ
た
部
分
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。

（
16
）�　
「
翁
始
師
狩
野
永
敬
、
中
随
大
和
之
古
磵
和
尚
華
頂
之
義
山
上
人
、
写
得
仏
経
微

妙
之
新
図
。
各
捃
摭
雪
舟
之
画
法
而
後
画
法
一
変
。」（
陸
基
章
「
敬
輔
画
譜
序
」

『
敬
輔
画
譜
』）
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（
17
）�　
『
高
田
敬
輔
と
小
泉
斐
』（
滋
賀
県
立
近
代
美
術
館
、
二
〇
〇
五
年
）
の
高
田
敬

輔
「
七
福
神
図
」（
作
品
38
）
解
説
。

（
18
）�　

註
１
前
掲
書
に
お
い
て
、
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
か
ら
享
保
二
年
（
一
七
一

七
）
の
『
薬
師
寺
日
記
』（
奈
良
・
薬
師
寺
蔵
）
の
中
に
、
古
磵
の
名
が
頻
出
し
、

ま
た
古
磵
の
弟
子
と
し
て
義
海
房
や
義
門
房
の
名
が
確
認
さ
れ
る
と
い
う
。

（
19
）�　

大
原
由
佳
子
「
狩
野
永
章
筆
「
龍
図
」「
天
下
和
順
図
」
に
つ
い
て
」『
滋
賀
県

立
近
代
美
術
館
研
究
紀
要
』
第
十
号
（
滋
賀
県
立
近
代
美
術
館
、
二
〇
一
九
年
）

に
お
い
て
、
永
章
作
品
の
落
款
に
「
文
政
十
丁
亥
之
夏
應
需
／
■
■
眉
間
豪
翁
所

畫
」
と
あ
り
、「
眉
間
豪
翁
は
高
田
敬
輔
の
号
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
永
章

は
敬
輔
の
絵
を
参
照
し
て
本
作
を
描
い
た
と
考
え
ら
れ
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

永
章
作
品
に
つ
い
て
は
未
見
で
あ
る
が
、
挿
図
か
ら
も
、『
敬
輔
画
譜
』
所
収
の
図

様
と
の
類
似
は
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
し
永
章
が
参
照
し
た
の
が
、『
敬
輔
画
譜
』

で
あ
っ
た
か
、
あ
る
い
は
そ
の
元
と
な
っ
た
本
画
で
あ
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。

（
20
）�　

林
竹
人
氏
も
両
作
品
を
比
較
検
討
し
、
敬
輔
作
品
は
一
般
大
衆
向
け
に
わ
か
り

や
す
く
描
か
れ
、
絵
解
き
な
ど
に
用
い
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
り
、
古
磵
作
品
は
僧

侶
や
仏
理
に
明
る
い
者
に
向
け
た
高
度
な
内
容
の
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

註
４
前
掲
論
文
、
八
九
九
～
九
〇
〇
頁
。

（
21
）�　

神
田
雅
章
「
金
峯
山
寺
釈
迦
如
来
立
像
に
つ
い
て　

修
理
報
告
を
か
ね
て
」『
奈

良
国
立
博
物
館
研
究
紀
要　

鹿
園
雑
集
』
第
十
号
（
奈
良
国
立
博
物
館
、
二
〇
〇

八
年
）、
六
十
七
頁
。
た
だ
し
本
作
の
脇
侍
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
「
阿
難
・
迦
葉

像
」
に
つ
い
て
は
、
顕
著
な
宋
風
を
示
す
中
尊
と
の
作
風
の
違
い
か
ら
、
何
ら
か

の
事
情
に
よ
り
中
尊
と
異
な
る
仏
師
の
手
に
な
り
、
少
し
遅
れ
て
加
え
ら
れ
た
可

能
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（
22
）�　
『
明
恵
の
夢
と
高
山
寺
』（
中
之
島
香
雪
美
術
館
、
二
〇
一
九
年
）
の
「
釈
迦
阿

難
像
」（
作
品
６
）
解
説
（
大
島
幸
代
）。

（
23
）�　

良
照
義
山
に
つ
い
て
は
、珂
然
撰
「
洛
東
華
頂
義
山
和
尚
行
状
記
並
要
解
」『
浄

土
宗
全
書
』
第
十
八
巻
（
浄
土
宗
開
宗
八
百
年
記
念
慶
讃
準
備
局
、一
九
七
一
年
）

お
よ
び
註
２
前
掲
論
文
⑦
の
用
語
解
説
を
参
照
し
た
。

（
24
）�　
「
翁
嘗
て
華
頂
義
山
上
人
に
謁
し
よ
く
仏
理
を
会
す
」（
臼
井
教
美
「
序
」『
敬
輔

画
譜
』）

（
25
）�　
「
無
量
寿
経
曼
荼
羅
」
に
つ
い
て
は
註
12
参
照
。「
選
択
集
十
六
章
之
図
」
に
は

敬
輔
自
ら
次
の
よ
う
な
題
賛
を
付
し
て
お
り
、
板
行
前
に
義
山
が
目
を
通
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

「
選
択
集
者
蓋
浄
業
者
之
亀
鏡
也
。
予
常
置
之
座
右
以
自
護
心
行
也
、有
年
矣
。
夫

耳
目
之
接
物
也
、
各
有
感
発
其
心
。
而
目
之
接
物
也
、
最
易
感
発
而
物
又
莫
善
於

画
図
也
。
人
或
有
対
泥
梨
之
図
、
則
疎
然
畏
懼
莫
忽
生
懺
摩
之
心
者
。
或
有
看
楽

土
之
変
、
則
莞
爾
進
趣
俄
欲
遊
其
境
者
。
則
豈
非
目
之
接
物
也
、
最
易
感
発
而
物

又
莫
善
於
画
図
也
耶
。
予
昨
歳
選
択
一
部
十
有
六
章
毎
章
形
容
入
之
画
図
、
都
為

一
軸
以
掛
窓
壁
。
雖
無
虎
頭
之
妙
手
聊
傚
陳
氏
之
巧
思
。
今
秋
偶
遊
京
師
、
之
次

自
携
示
華
頂
山
公
。
公
一
嘱
欣
賞
曰
、
善
哉
子
之
有
為
人
之
佳
趣
也
。
蓋
為
寿
梨
。

予
唯
ゝ
而
去
遂
従
其
言
付
之
剞
劂
。
世
之
譏
予
称
於
予
越
人
肥
瘠
也
。
正
徳
甲
午

季
冬
近
州
蒲
生
日
野
高
田
敬
輔
題
於
平
安
旅
寓
。」

「
選
択
集
は
け
だ
し
浄
業
者
の
亀
鏡
な
り
。
予
、
常
に
こ
れ
を
座
右
に
置
き
、
以
て

自
ら
心
行
を
護
る
や
、
年
有
り
。
そ
れ
耳
目
の
物
に
接
す
る
や
、
お
の
お
の
そ
の

心
を
感
発
す
る
こ
と
有
り
。
し
か
し
て
目
の
物
に
接
す
る
や
、
最
も
感
発
し
易
く

し
て
、
物
は
ま
た
画
図
よ
り
善
な
る
は
な
し
。
人
或
は
泥
梨
の
図
に
対
し
て
す
な

わ
ち
悚
然
と
し
て
畏
懼
し
、
た
ち
ま
ち
懺
摩
の
心
を
生
ず
る
者
有
り
。
或
は
楽
土

の
変
を
看
て
す
な
わ
ち
莞
爾
と
し
て
進
趣
し
、
俄
に
そ
の
境
に
遊
ば
ん
と
欲
す
る

者
有
り
。
す
な
わ
ち
豈
に
目
の
物
に
接
す
る
や
、
最
も
感
発
し
易
く
し
て
、
物
は

ま
た
画
図
よ
り
善
な
る
は
な
か
ら
ん
か
。
予
、
昨
歳
選
択
一
部
十
有
六
章
を
毎
章

形
容
し
こ
れ
に
画
図
を
入
れ
、
都あ

つ
めて

一
軸
を
為
し
、
以
て
窓
壁
に
掛
け
る
。
虎
頭

の
妙
手
無
し
と
い
え
ど
も
聊
か
陳
氏
の
巧
思
に
傚
う
。
今
秋
偶
た
ま
京
師
に
遊
び
、

こ
れ
に
次
い
で
自
ら
華
頂
山
公
に
携
示
す
。
公
、一
囑
し
て
欣
賞
し
て
曰
は
く「
善

き
か
な
。子
の
為
人
の
佳
趣
有
る
な
り
。な
ん
ぞ
梨た

み

に
寿
を
為
さ
ざ
る
」。予
、唯
々

而に

去こ

し
、
遂
に
そ
の
言
に
従
い
、
こ
れ
を
剞き

劂け
つ

に
付
す
。
世
の
譏
と
称
と
予
に
お

い
て
越
人
肥
瘠
の
如
き
や
。
正
徳
甲
午
季
冬
、
近
州
蒲
生
日
野
高
田
敬
輔
平
安
旅

寓
に
お
い
て
題
す
。」（
読
み
下
し
に
あ
た
っ
て
は
、
訓
読
点
に
従
い
、
註
４
前
掲

論
文
の
読
み
下
し
文
（
一
一
一
～
一
一
三
頁
）
を
参
照
し
な
が
ら
、
加
筆
修
正
し

た
。
な
お
旧
字
と
旧
仮
名
遣
い
は
改
め
た
）

（
26
）�　

註
23
前
掲
書
、
珂
然
撰
「
洛
東
華
頂
義
山
和
尚
行
状
記
並
要
解
」、
九
十
七
頁
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（
27
）�　

六
巻
。
義
山
が
『
無
量
寿
経
』
の
文
言
に
つ
い
て
、
逐
語
的
に
註
釈
を
加
え
た

も
の
。
同
じ
く
義
山
の
『
観
無
量
寿
経
随
聞
講
録
』
五
巻
、『
阿
弥
陀
経
随
聞
講

録
』
一
巻
と
併
せ
て
『
三
部
経
随
聞
講
録
』
と
呼
ば
れ
る
。
門
人
、
見
阿
素
中
の

請
い
に
よ
っ
て
宝
永
三
年
に
行
っ
た
三
部
経
の
講
説
に
基
づ
い
て
ま
と
め
ら
れ
た

講
義
の
草
稿
本
。
享
保
十
二
年
ま
で
に
成
立
。
版
本
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
写

本
の
み
が
伝
わ
る
。『
無
量
寿
経
随
聞
講
録
』
に
つ
い
て
は
、『
浄
土
宗
全
書
』
第

十
四
巻
（
浄
土
宗
開
宗
八
百
年
記
念
慶
讃
準
備
局
、
一
九
七
四
年
）
所
収
の
も
の
、

お
よ
び
そ
の
解
題
の
他
、「『
無
量
寿
経
随
聞
講
録
』
書
き
下
し
」『
教
化
研
究
』
第

二
十
一
〜
二
十
六
号
（
浄
土
宗
総
合
研
究
所
、
二
〇
一
〇
〜
二
〇
一
七
年
）
を
参

照
し
た
。

（
28
）�　
「
大
経
曼
荼
羅
。
華
頂
義
山
之
刻
営
。
法
眼
敬
輔
之
所
図
貌
也
。
山
公
嘗
講
経
口

授
。
則
敬
輔
随
而
画
成
焉
。」『
大
経
曼
荼
羅
開
壇
記
』
は
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵

本
を
参
照
し
、
読
み
下
し
に
つ
い
て
は
、
註
４
前
掲
論
文
か
ら
引
用
し
た
。
た
だ

し
異
字
、
旧
字
は
改
め
た
。

（
29
）�　

信
楽
院
に
は
、
定
月
の
賛
を
伴
う
敬
輔
「
維
摩
居
士
図
」
三
幅
対
が
残
さ
れ
て

い
る
が
、
作
画
と
着
賛
が
同
時
期
で
あ
っ
た
か
、
ま
た
両
者
に
面
識
が
あ
っ
た
か

ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

（
30
）�　
「『
無
量
寿
経
随
聞
講
録
』
下
之
二　

書
き
下
し
」（『
教
化
研
究
』
第
二
十
六
号
、

一
九
六
〜
一
九
七
頁
）
よ
り
引
用
。

「
仏
所
遊
履
等
者
、
已
下
明
住
世
益
也
。
仏
在
世
時
、
五
天
竺
国
徧
遊
履
玉
フ
也
。

然
亦
可
通
末
代
。
縦
雖
仏
滅
後
、衆
生
若
受
持
此
経
、如
説
修
行
、正
有
此
益
。
経

法
流
布
則
仏
法
身
遊
履
故
。
然
則
捨
五
悪
修
五
善
、
一
国
一
郡
乃
至
一
天
下
、
皆

悉
安
隠
耳
。
尚
次
下
弁
之
。
遊
履
広
韻
游
浮
也
。
教
也
。
亦
作
遊
。
履
践
也
。
説

文
足
所
依
也
。
又
彙
并
玉
遊
遨
遊
。
小
補
韻
會
遨
遊
行
也
。
彙
遊
浮
行
也
。
順
流

而
下
也
。」（
義
山
『
無
量
寿
経
随
聞
講
録
』『
浄
土
宗
全
書
』
五
〇
四
頁
）

（
31
）�　
「
游
［
浮
也
放
也
又
姓
出
馮
翊
廣
平
前
燕
慕
容
廆
以
廣
平
游
邃
為
股
肱
］
遊
［
上

同
］」（
韻
書
検
索
サ
イ
ト
「
韻
典
網
」（ http://ytenx.org 

）
内
の
沢
存
堂
本

『
広
韻
』
の
画
像
を
参
照
）。『
随
聞
講
録
』
で
は
「
放
」
が
「
教
」
と
な
る
。
ま
た
、

『
広
韻
』
か
ら
の
引
用
は
『
随
聞
講
録
』
に
先
行
す
る
了
恵
の
『
無
量
寿
経
鈔
』
に

も
み
ら
れ
る
。

（
32
）�　
「
游［
干
求
切
音
由
浮
行
也
順
流
而
下
也
又
優
游
自
如
貌
又
枝
葉
放
縦
貌
］」（『
字

彙
』
江
戸
刊
（
鹿
角
山
房
藏
版
）「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

（ http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2560027 

）

（
33
）�　
「
行
基
菩
薩
閼
伽
一
膳
用
意
シ
テ
花
ヲ
備
ヘ
潮
上
ニ
浮
玉
ヘ
ハ
遥
ニ
西
海
ヲ
指

テ
浮
行
ク
。」（
聖
総
「
當
麻
曼
荼
羅
疏
」、「
浄
土
宗
全
書
・
法
然
上
人
伝
全
集　

検

索
シ
ス
テ
ム
」

（ http://w
w

w
.jozensearch.jp/pc/zensho/im

age/volum
e/13/page/445 

）

原
文
は
漢
文
だ
が
、
句
読
点
に
し
た
が
っ
て
読
み
下
し
て
表
記
し
た
。

（
34
）�　
「
釈
迦
如
来
像
」（
承
元
三
年
、
重
要
文
化
財
、
根
津
美
術
館
蔵
）
は
、
清
凉
寺

式
の
釈
迦
如
来
と
僧
形
の
人
物
が
雲
に
乗
っ
て
降
り
来
る
様
子
が
描
か
れ
て
お
り
、

賛
文
に
は
『
法
華
経
』
の
一
部
が
記
さ
れ
、
方
便
を
も
っ
て
衆
生
を
教
化
す
る
た

め
に
現
前
す
る
釈
迦
を
描
い
て
い
る
と
さ
れ
る
。
従
者
と
共
に
雲
に
乗
る
釈
迦
と

い
う
点
で
本
作
品
と
共
通
す
る
が
、
表
現
上
の
類
似
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
。
な

お
こ
の
作
品
の
存
在
は
、
学
会
発
表
に
際
し
て
増
記
隆
介
氏
よ
り
ご
教
示
い
た
だ

い
た
。

（
35
）�　
「
崇
德
者
論
語
顏
淵
曰
子
張
問
崇
德
辨
惑
子
曰
主
忠
信
徙
義
崇
德
也
（
中
略
）
今

則
興
仁
修
禮
言
爲
崇
德
」（
義
山
『
観
無
量
寿
経
随
聞
講
録
』『
浄
土
宗
全
書
』
五

〇
七
頁
）

「
崇
徳
と
は
、『
論
語
』「
顔
淵
」
に
曰
わ
く
、「
子
張
、
徳
を
崇
う
し
惑
を
弁
ぜ
ん

こ
と
を
問
う
。
子
の
曰
わ
く
、
忠
信
を
主
と
し
、
義
に
徒
る
は
徳
を
崇
す
る
な
り
」

（
中
略
）
今
は
則
ち
、仁
を
興
し
、礼
を
修
す
る
を
、言
い
て
崇
徳
と
為
す
。」（『
無

量
寿
経
随
聞
講
録
』
下
之
二　

書
き
下
し
」『
教
化
研
究
』
第
二
十
六
号
、二
〇
一

頁
）

（
36
）�　
「
務
修
礼
譲
者
、礼
譲
言
礼
儀
譲
推
。（
中
略
）
上
來
、崇
徳
興
仁
務
修
礼
譲
、国

有
道
貌
。
如
斯
、
其
功
、
偏
是
仏
遊
履
之
徳
也
。
随
順
此
経
亦
有
此
徳
。
誠
天
下

人
民
、
不
作
五
悪
、
何
差
堯
舜
之
代
。
我
今
、
於
五
常
中
挙
仁
礼
二
、
摂
余
。
即

是
仏
家
五
善
而
已
。」（
義
山
『
無
量
寿
経
随
聞
講
録
』『
浄
土
宗
全
書
』
五
〇
七

頁
）

「
務
修
礼
譲
と
は
、
礼
儀
譲
推
を
言
う
。（
中
略
）
上
来
、「
崇
徳
興
仁
務
修
礼
譲
」

と
は
、
国
に
道
有
る
の
貌
な
り
。
斯
の
如
く
、
其
の
功
、
偏
に
是
れ
仏
所
遊
履
の
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徳
な
り
。
此
の
『
経
』
に
随
順
せ
ば
、
亦
た
此
の
徳
有
る
べ
し
。
誠
に
天
下
の
人

民
、
五
悪
を
作
ら
ず
ん
ば
、
な
ん
ぞ
尭
舜
の
代
に
差
わ
ん
や
。
我
、
今
、
五
常
の

中
に
於
き
て
仁
と
礼
と
の
二
を
挙
げ
て
、
余
を
摂
す
。
即
ち
こ
れ
仏
家
の
五
善
な

る
の
み
。」（『
無
量
寿
経
随
聞
講
録
』
下
之
二　

書
き
下
し
」『
教
化
研
究
』
第
二

十
六
号
、
二
〇
一
〜
二
〇
二
頁
）

（
37
）�　
「
崇
徳
」
の
意
味
に
つ
い
て
、「
① 

徳
の
あ
る
人
物
を
尊
敬
す
る
。〈
書
・
武
成
〉

② 

自
分
の
徳
を
み
が
い
て
い
く
。〈
論
・
顔
淵
〉」『
全
訳　

漢
辞
海
』（
三
省
堂
、

二
〇
〇
一
年
第
六
刷
）
と
あ
る
。
本
作
品
の
絵
画
表
現
が
①
の
意
味
を
と
っ
て
い

る
の
に
対
し
、『
随
聞
講
録
』
は
②
の
意
味
を
説
い
て
お
り
、
両
者
の
経
典
解
釈
に

齟
齬
が
生
じ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
本
作
品
と
同
様
に
高
徳
の
人

物
を
崇
め
る
と
い
う
絵
画
表
現
は
、義
山
が
監
修
し
た
敬
輔
「
無
量
寿
経
曼
荼
羅
」

に
も
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
解
釈
は
、
義
山
周
辺
の
経
典
理
解
に
お
い

て
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
る
。

（
38
）�　

四
巻
七
冊
。『
無
量
寿
経
合
讃
』、『
観
無
量
寿
経
合
讃
』、『
阿
弥
陀
経
合
讃
』
の

総
称
で
、
享
保
十
年
（
一
七
二
五
）
刊
。
浄
土
宗
に
お
い
て
、
三
部
経
読
解
の
た

め
の
基
準
と
さ
れ
て
い
る
。

（
39
）�　
「
問
。
世
間
聖
賢
、
治
世
之
法
、
布
有
方
策
。
出
世
法
王
、
亦
有
其
教
乎
。
答
。

於
我
釈
門
、
今
挙
一
二
指
示
之
。
即
引
王
法
政
論
経
［
一
卷
九
紙
ノ
経
也
所
引
ハ

初
紙
全
文
］
及
増
一
阿
含
第
八
［
十
九
］。
各
至
文
可
見
。
且
夫
、
内
教
五
戒
、
外

典
五
常
、
彼
此
之
説
、
如
合
符
節
。
以
故
、
随
順
仏
化
、
而
持
五
戒
、
則
国
豊
民

安
、
如
指
掌
也
。（
中
略
）
又
於
仏
教
、
法
華
、
仁
王
、
金
光
明
、
則
為
鎮
護
国
家

聖
典
。
然
舒
明
帝
、
詔
釈
恵
隠
、
以
今
経
、
始
講
宮
、
息
災
。
此
亦
以
有
鎮
護
益

也
。」（
義
山
『
無
量
寿
経
随
聞
講
録
』『
浄
土
宗
全
書
』
五
〇
七
〜
五
〇
八
頁
）

「
問
う
。
世
間
の
聖
賢
、
世
を
治
め
る
の
法
、
布
き
て
、
方
策
に
有
り
。
出
世
の
法

王
、
亦
た
其
の
教
え
有
り
や
。
答
う
。
我
が
釈
門
に
於
き
て
、
今
、
一
二
を
挙
げ

て
之
を
指
示
す
。
即
ち
『
王
法
政
論
経
』［
一
巻
、九
紙
の
経
な
り
。
所
引
は
初
紙
、

全
文
］
及
び
『
増
一
阿
含
』
第
八
を
引
く
［
十
九
］。
各
お
の
文
に
至
り
て
見
る
べ

し
。
且
つ
、
夫
れ
、
内
教
の
五
戒
、
外
典
の
五
常
、
彼
此
の
説
、
符
節
を
合
す
る

が
如
し
。
以
の
故
に
、
仏
化
に
随
順
し
て
、
五
戒
を
持
つ
と
き
は
則
ち
国
豊
に
民

安
き
こ
と
、
掌
を
指
す
が
如
し
。（
中
略
）
又
た
、
仏
教
に
於
き
て
、『
法
華
』・

『
仁
王
』・『
金
光
明
』
は
則
ち
、
鎮
護
国
家
の
聖
典
と
す
。
然
る
に
、
舒
明
帝
、
釈

の
恵
隠
に
詔
し
て
、
今
の
『
経
』
を
以
ち
て
、
始
め
て
宮
に
講
ぜ
し
め
、
災
を
息

む
。
此
れ
も
亦
、鎮
護
の
益
有
る
を
以
ち
て
な
り
。」（『
無
量
寿
経
随
聞
講
録
』
下

之
二　

書
き
下
し
」『
教
化
研
究
』
第
二
十
六
号
、
二
〇
二
〜
二
〇
三
頁
）

（
40
）�　
「
風
雨
以
時
者
（
中
略
）
今
云
日
月
淸
明
風
雨
以
時
四
時
應
節
夏
熱
冬
寒
其
序
不

亂
五
糓
成
就
則
淸
明
也
總
日
月
星
國
有
災
則
必
生
種
種
怪
異
無
則
淸
明
也
如
智
者

大
師
［
金
光
明
文
句
七
本
廿
五
紙
］
言
五
日
一
風
十
日
一
雨
老
者
擊
壤
小
者
騎
竹

馬
者
實
日
月
淸
明
風
雨
以
時
耳
」（
義
山
『
無
量
寿
経
随
聞
講
録
』『
浄
土
宗
全
書
』

五
〇
六
頁
）

「
風
雨
以
時
と
は
、（
中
略
）
今
、
云
わ
く
、「
日
月
明
風
雨
以
時
」
と
は
、
四
時
、

節
に
応
じ
、夏
熱
冬
寒
、其
の
序
乱
れ
ず
。
五
穀
成
就
す
る
は
則
ち
清
明
な
り
。
総

じ
て
日
月
星
の
ご
と
き
、
国
に
災
い
有
る
と
き
は
、
則
ち
必
ず
種
種
の
怪
異
を
生

ず
。
無
き
と
き
は
、
則
ち
清
明
な
り
。
智
者
大
師
［『
金
光
明
文
句
』
七
、
本
、
廿

五
紙
、］「
五
日
一
風
、
十
日
一
雨
、
老
者
は
壌
を
撃
ち
、
小
者
は
竹
馬
に
騎
る
」

と
言
う
が
如
き
は
、実
に
「
日
月
清
明
風
雨
以
時
」
な
る
の
み
。」（『
無
量
寿
経
随

聞
講
録
』
下
之
二　

書
き
下
し
」『
教
化
研
究
』
第
二
十
六
号
、
一
九
九
頁
）

（
41
）�　

四
季
耕
作
図
に
つ
い
て
は
冷
泉
為
人
・
河
野
通
明
・
岩
﨑
竹
彦
『
瑞
穂
の
国
・

日
本
―
四
季
耕
作
図
の
世
界
―
』（
淡
交
社
、一
九
九
六
年
）
を
参
照
し
た
。
敬
輔

が
学
ん
だ
京
狩
野
家
で
は
、
後
述
の
伝
狩
野
山
楽
作
品
を
始
め
、
山
雪
「
四
季
耕

作
図
屏
風
」（
八
曲
一
双
、
東
京
藝
術
大
学
）
な
ど
の
作
例
が
残
る
ほ
か
、
永
納
は

明
の
宋
宗
魯
の
「
耕
織
図
」
を
延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）
復
刻
し
た
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
る
（
前
掲
書
、二
十
四
〜
二
十
五
頁
）。
本
作
品
に
お
け
る
耕
作
描
写
に
宋

宗
魯
本
の
直
接
的
な
影
響
を
見
出
す
こ
と
は
難
し
い
が
、
強
い
て
言
え
ば
籾
摺
り

の
場
面
が
や
や
類
似
し
て
い
る
。

（
42
）�　

御
所
や
城
郭
に
描
か
れ
た
四
季
耕
作
図
の
例
と
し
て
は
、塩
川
文
麟
「
和
耕
作
」

（
襖
絵
八
面
、
京
都
御
所
御
常
御
殿
御
小
座
敷
の
間
）、
原
在
照
「
倭
ノ
耕
作
ノ
図
」

（
襖
絵
十
八
面
、京
都
御
所
皇
后
御
常
御
殿
御
寝
ノ
間
の
御
居
間
）、中
島
華
陽
「
四

季
耕
作
図
」（
襖
絵
九
面
、
二
条
城
本
丸
御
殿
）
な
ど
が
あ
る
。

（
43
）�　
「
翁
嘗
謁
華
頂
義
山
上
人
、
能
会
仏
理
。
又
従
僧
鳳
譚
、
聞
孔
雀
明
王
之
法
。
乃

作
図
堂
々
有
威
。
鳳
譚
大
称
其
器
。
一
日
偶
寓
梵
典
於
丹
青
之
中
。
粲
然
可
観
。
新
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構
極
奇
、
所
謂
未
曽
有
者
。
又
善
画
渓
鰛
、
七
猩
々
、
龍
門
鯉
。」（
臼
井
教
美

「
序
」『
敬
輔
画
譜
』）

（
44
）�　

近
世
仏
画
に
お
け
る
古
画
の
踏
襲
に
つ
い
て
は
、
①
上
嶋
悟
史
「
江
戸
時
代
後

期
に
お
け
る
相
国
寺
派
の
動
向
と
円
山
応
挙
、
原
在
中
に
よ
る
「
釈
迦
十
六
善
神

像
」
制
作
」『
美
術
史
』
第
一
八
八
冊
（
美
術
史
学
会
、二
〇
二
〇
年
）、②
同
「
高

台
寺
所
蔵
「
十
六
羅
漢
図
」
の
江
戸
時
代
に
お
け
る
模
本
制
作
」『
日
本
近
世
美
術

研
究
』
第
三
号
（
北
島
古
美
術
研
究
所
、
二
〇
二
〇
年
）
な
ど
に
詳
し
い
。

附
記

　

本
稿
は
、
第
七
十
一
回
美
術
史
学
会
全
国
大
会
（
二
〇
一
八
年
、
於
東
北
大
学
）
で

の
口
頭
発
表
の
内
容
を
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
す
。
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⼝絵１　⾼⽥敬輔「天下和順図」（滋賀・信楽院蔵）

⼝絵２　「天下和順図」落款
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挿図１　古磵「⼤経曼荼羅図」（浄国院蔵）

挿図３　⾼⽥敬輔「天下和順図」（『敬輔画譜』所収）

挿図２　⾼⽥敬輔「無量寿経曼荼羅」（個⼈蔵）
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挿図４　「天下和順」（古磵『⼤経曼荼羅図』部分）挿図５　「天下和順」（敬輔『無量寿経曼荼羅』部分）

挿図６　耕作の様⼦（左幅「耕作図」部分）挿図７　「国豊⺠安」（左幅「耕作図」部分）
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挿図８　「崇徳」（右幅「⼭⽔図」部分）

挿図９　「兵⼽無⽤」「務修礼譲」（右幅「⼭⽔図」部分）

挿図10　「興仁」（右幅「⼭⽔図」部分）挿図11　「興仁」（挿図３の左端部分拡大）
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挿図12　⾼⽥敬輔「釈迦阿難迦葉図」（『敬輔画譜』所収）
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